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商品科学研究所が調査とシンポジウム

ア
バ

自
立
の
日
常
生
活
ヘ

体
力
に
合
う
商
品
、

わ
が
国
で
は
、
ニ

O
一
O
年
に
は
五
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
に
な
る
い
う
、
超
高
齢
化
社
会
が
弔
剥
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
ん
な
中
で
高
齢
者
が
の
び
の
ザ
旨
字
レ
主
活
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
身
体
に
あ
っ

た
商
品
、
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
|

|商
品
別
学
研
一
斉

(東
京
・
豊
島
区
H
三
枝
佐
枝
子
所
長
)
は
高
齢

者
を
対
象
に
、
日
常
の
動
作
に
近
い
身
体
の
機
能
の
計
測
や
不
具
合
商
品
じ
関
す
る
調
査
を
行
い
、

『高
齢
者
の

身
体
的
機
能
の
変
化
に
対
す
る
曹
巴
と
て
ま
と
め
ぺ
実
九
月
十
=
百
に
は
、
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
・

エ
ド
モ
ン
卜
で
、
向
調
査
の
発
表
を
か
ね
た
「
高
年
時
代
を
楽
し
く
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ペ

設
備
を

国
際
埜
E
が
「
人
類
へ
の
犯
罪
」

と
呼
ん
で
き
た
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア

パ
ル
ト
へ
イ
ト
(
人
種
隔
離
政
策
)。

乙
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
廃
絶
を
目

指
す
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
(
A
N
C
)

劃
織
長
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏

が
、
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
歓
迎

Jレ
ト
ノ¥

ネ

ル

ソ

ン

・

マ

ン

デ

ラ

氏

来
日
歓
迎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
委
員
会
」
「
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
議
員
連
盟
」
等
の
招
待
に
よ
り
十

月
二
十
七
日
に
来
日
す
る
。
南
ア
フ

リ
カ
の
現
状
を
知
り
、
私
た
ち
が
何

を
す
る
べ
き
か
、
マ
ン
デ
ラ
氏
歓
迎

を
成
功
さ
せ
よ
う
、
と
『
ア
バ
ル
ト

ヘ
イ
ト
の
い
ま
と
私
た
ち
』
l
ネ
ル

楠原さん

番組を語る制作者たち
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髪にボリュームが出なくなった方

に最適の、増毛システム自毛を

活力、しながら、必要なとニろに必

警なだけ増やせますから、どこか

ら見てもナチュラルで曹b
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ア
バ

国
開
埜
宗

「人
類
へ
の
犯
塑

と
呼
ん
で
き
た
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
(
入
閣
隔
離
政
策
)
。

己
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
廃
絶
を
固

指
す
ア
フ
リ
カ
民
族
企
興
A
N
C
)

刷
機
盛
り
ネ
ル
ソ
ン
マ
ン
デ
ラ
氏

が
、
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
歓
迎
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・お力けL、たC¥.、Uli誌はあな人の畳
寄りの相訟主に着信されます通話料金

は無料てすお気軽にこ柏誌ください

自
立
の
日
常
生
活
ヘ

商品科学研究所が調査とシンポジウム

体
力
に
合
う
商
品
、

わ
高
在
、
一
一
O
一
O
年
民
主
人
に
一
人
が
六
十
五
揖
に
ま
い
う
、
超
高
齢
化
社
会
だ
高
ぎ
れ
て

い
る
が
、
そ
ん
な
中
で
高
齢
者
が
の
び
の
び
と
自
手
伝
与
若
者
し
て
い
く
ー
な
伶
ほ
、
高
齢
者
の
身
体
じ
あ
っ

た
替
問
、
厳
慣
が
畿
で
は
な
い

T
l曹
塁

塁

附

(票
・
量
島
区
止
ニ
枝
佐
桂
子
所
き
は
章

者
苦
対
得
片
口
惜
の
動
作
H
h
E
い
身
体
の
機
能
の
計
測
や
不
具
合
商
問
陶
す
る
胸
事
存
い
、

『官
爵
者
白

身
高
種
の
変
化
に
討
す
る
商
ロ
巴

Eて
ま
と
め
ぺ
芝
、
九
月
士
二
月
ほ
、
甑
田
帽
の
志
ア
ル
・

エ
ド
モ
ン
卜
で
、
田
岡
査
の
発
曹
を
か
ね
た
「
宙
開
年
時
代
を
楽
し
く
す
る
、
y
ン
ポ
が
う
A
」
務
開
催
し
た
J

設
備
を

Jレ
ト
ノ¥

ネ
ル
ソ
ン

・
マ

ン
デ
ラ
氏

来
日
歓
迎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
車
員
会
」
「
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
醜
員
連
盟
」
梓
の
伺
骨
に
よ
り
十

月
二
十
七
日
に
栗
田
寸
畠
。
南
ア
フ

リ
カ
の
現
状
を
知
り
、
私
た
ち
が
伺

を
す
る
べ
き
か
、
マ
ン
デ
ラ
民
猷
迎

を
成
功
さ
廿
τ貴
J

、
と
『
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
の
い
ま
ρ
私
た
ち
』
ネ
ル

番組を悟る潮岬者たち
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一一ひとりひとりのヘアスタイルに

あわゼてお作りする完全オーター

メイトウィ yク笹の色や太さ

&忠実に再現てきるのて、自然て、

し治、も若0しい印象てす

~7サポートシステム
(青毛システム)

田園圃圃幽極圏圃圃圃圃

笹にボリュームが邸宅医〈なった方

に.適師、準毛ンステム白毛を

活かしながら、必要訟ところに必

哩なだt1増やぜますからJ 二か 争

勺見てもナチュラルてす

事

え

女性の髪を考えて
やさしく、新しい
ヘアシステムを揃えました。

健康て若"Lc唖.保つ『理事門カ

ウンセラー均六あ生た由倭に含わ

せてコースを鐙:t.量級担Uiによ

り、日常的ヘアケアては伝か伝治、

てき~...'.ft.毛予防育毛促選令行

います



安売号 f、来斤 "'" 壬詮第 943号安売~ ./'、来斤 R靭国受~〈日曜日 〉1990年 9月 30B(3) (2) 〈日曜日 〉

四百四重量軍基盟E
1990年 9月 30日国

事
を
作
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
い
の
桔
童
に
も
健
わ
れ
て
い
る
と
い
が
、
吉
明
か
ら
発
電
ス
ポ
ー
ツ
を

「
Y
R
じ
で
も
巨
割
宍
ム
共
担
圃

う
J
T
づ
く
り
の
輯
理
で
あ
る
こ
と
、
ぅ
。
平
っ
て
い
る
人
の
童
車
を
闇
ベ
る
#
干
る
安
ロ
ば
、
老
人
の
た
め
の
住

凋
げ
拘
よ
り
焼
き
物
を
多
く
し
た
ロ
「
圃
選
出
シ
チ
供
た
ぢ
は
ト
マ
ト
の
と
、
目
的
#
持
っ
て
い
亭
人
は
い
い
居
盤
情
な
ど
福
祉
政
簡
、
自
問
保
護

献
寸
志
挙
聞
の
果
物
、
野
菜
を
ふ
ん
膏
く
主
ほ
イ
ヤ
、
甘
い
ミ
-
下
マ
今
へ
方
を
し
て
い
る
J
rめ
λ
の
童
な
ど
へ
」
と
笹
し
、
政
党
に
「
優
先

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
も
の
、
切
え
は
ト
が
好
吉
、
え
ぐ
瞬
、
苦
時
の
あ
る
べ
方
を
見
れ
草
き
方
が
分
る
。
貴
順
位
高
確
に
示
せ
下
註
在
た
。

平
供
の
好
き
な
カ
レ
ー
に
は
ナ
ス
や
も
の
、
堅
い
も
の
も
イ
ヤ
マ
ハ
ン
も
J
Y司
正
喜
る
か
に
な
っ
玄
」
そ
車
事
c
ん
は
、
内
需
広
大
の
た
め

カ
ボ
チ
ャ
な
差
入
れ
て
霊
力
レ
パ

l
Z重
ん
だ
警
か
い
も
の
裏
面
芝
号
。
生
雇
を
瞳
瞳
に
君
、
山
林
へ
の
大
幅
な
罰
緩
和

ー
に
す
る
と
い
っ
た
塁
だ
。
が
雲
、
禽
へ
方
主
に
お
か
玄
九
生
き
た
め
に
、
的

少
時
代
は
作
を
打
ち
出
し
た
「
リ
ゾ
ー
ト
出
」
を

だ
し
は
と
り
ガ
ラ
、
コ
プ
、
カ
ツ
け
#
姪
へ
、
世
に
E
は
ん
日
伐
採
量
る
曜
し
み
よ
り
童
事
を
事
受
す
る
時
あ
げ
「
巨
額
な
投
置
の
一
部
が
、
自

益
支
取
る
。
「
市
原
の
だ
年
便
べ
る
と
い
主
主
暑
さ
。
老
人
間
。
震
で
は
、
目
立
の
た
め
め
学
塁
園
開
型
車
名
目
で
、
華

宵
外
だ
っ
さ
と
い
い
、
既
製
品
の
う
己
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
亭
零
正
ホ
l
ム
を
を
ね
た
時
、
か
く
し
ゃ
習
を
、
興
践
的
に
教
え
る
べ
三
九
。
き
雨
に
遭
を
つ
け
る
多
可
自
照
酷

期
事
伊
賀
っ
て
も
、
サ
ラ
ダ
を
つ
け
本
物
の
聴
が
央
わ
れ
て
い
く
賓
が
す
く
と
し
て
い
奇
人
は
、
捜
八
分
目
に
自
担
能
力
が
な
い
と
ム
チ
ャ
な
量
生
壇
に
使
わ
れ
る
か
と
思
う
と
恐
し

加
え
る
と
か
、
震
で
工
夫
を
し
て
る
。

二
十
一世
紀
を
担
う
平
供
た
ち
何
で
も
壷
『
へ
奇
人
、
寝
込
ん
で
い
る
雷
季
る
。
体
#
ど
わ
ず
。
芝
、
い
」
と
湾
へ
、
思
の
も
と
に
よ
」

酷
し
い
と
書
し
た
。
に
、
本
物
白
味
章
一
足
喜
て
お
き
人
の
多
く
に
は
好
き
き
ら
い
が
あ
良
能
力
の
欠
如
は
、
こ
れ
か
ら
は
の
霊
園
士
聞
勾
カ
海
昔
、
日
本

容

校

一

校

、

中

学

校

二

世

で

、

た

い

」

奇

書

い

緊

急

車

市

老

人

草

壁

間

に

ま

で

客

室

ぼ

す

よ

は

需

に

引

き

継

ぐ

息

主

主

さ
ん
は
い
う
。
約
二
千
五
百
名
の
桔
著
作
品
共
同
ま
た
、
課
苧
ん
は
地
塙
で
と
れ
に
な
っ
て
か
白
玉
て
い
る
。
そ
う
に
な
争
と
い
い
、

「い
ま
、
平
ど
っ
て
'
善
玉
置
す
る
。

「翼
習
を
湿
し
て
分
か
っ
た
ご
と
闘
理
咽
の
栄
壇
上
と
し
て
働
い
て
い
る
も
の
を
安
秀
力
を
し
て
い
る
。
の
辺
で
学
佼
結
集
ξ
P
Z
薗
す
な
も
に
宣
の
教
育
#
す
吾
し
と
は
、
一

一
周
囲
さ
ん
は
、
土
木
工
事
へ
の
E

t、
ぃ

喜

壁

語

審

議

ミ

重

の

語

調

理

軍

基

く

の

い

わ

し

が

者

2器
産
官
持
さ
れ
る

E
世
代
の
喜
に
慌
わ
る
と
と
に
な
閉
量
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
器

h

知
ら
な
い
こ
と
。
調
理
商
事
章
特
置
の
低
下
と
い
う
イ
メ
l
話

さ

れ

る

が

、

安

く

て

蓄

の

き

い

が

雲

」

り

、

置

要

な

こ

長

」

主

ベ

%

台

震

ど

熱

帯

査

員

菌

室

三

一

酬
や
寝
食
品
の
味
が
す
べ
五
と
恩
あ
雫
買
手
、
雪
崩
を
害
時
わ
年
す
り
費
に
し
て
事
ベ
宇
く
昆
箆
差
損
uh筑
波
大
学
体
齢
喜
ん
の
華
を
し
を
く
り
に
に
号
、
警
寝
室
す
季
世

っ
て
い
る
」
「
童
隼
陪
も
フ
ア
ジ
シ
ヨ
股
酎
か
ら
事
国
し
て
軍
底
と
同
じ
食
す
る
な
ど
工
夫
し
弓
己
れ
虫
歯
育
科
学
軍
撤
炭
の
酷
木
正
周
さ
ん
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
輯
之
、
唖
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ン
と
い
わ
れ
る
時
代
だ
が
、
正
レ
い
一
割
引
ヨ
ヨ
司
自
司
割
引
引
割
引
引
引
割
引
割
引
副
割
引
割
引
副
司
ヨ

Z
Z副
引
割
引
割
引
引
割
引
司
割
引
引
ヨ
ヨ
ヨ
司
引
司
副
司

F
A
X、
コ
ピ
l
紙
な
ど
眠
の
尚
圏

直
置
闇
蓄
五
た
め
に

E遭一
M
M
H
H
M
M
H
1
M
m
l
u
m
-
-川
山

川

山

山

川

川

川

川

は

書

し

て

お

り

、

翻

意

、

祖

な

学

習

の

管

理

が

需

量

一

川

一

1川
棚

酬

魁

幽

帽

掛

畑

一

山

胡

咽

品

雌

叫

棚

酬

州

制

冊

目

白

も
問
型
し
て
い
る

科
の
男
女
共
学
は
大
き
な
前
進
だ
」
一
!
町
円
H
H一
」
」
川

1
」
E
E
|
E
H
H4
iJ

i

l
--
司

14
弓

円

|
|
t
f

二
日
間

に

わ

た

草

野

な

プ

ロ

グ

さ

~

楚

た

。

女

子

の

就

撃

が

高

く

な

る

中

一

町

佐

一

一

戸

、
¥

、

ラ

E
E
4
喧

町

‘

.
a

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の

Z
E哲
三

l
ラ

ム

弱

近

警

ん

は

、

軍

事

は

、

日

一

九

九

盟

主

、

高

等

蓄

の

有

国

務

段

差

豪

雪

需

一

間

理

署

警

足

、

た

首

語

咽
の
人
fカ
商
量
教
育
」
意
ぞ
い
本
に
は
苗
宮
一
汁
一
著
書
方
家
需
が
興
事
曹
に
な
る
が
、
木
は
事
た
と
も
い
う
。

一

7
2
'

と
は
、
ョ
ソ
か
ら
い
わ
れ
て
や
雲
量
躍
棋
の
た
め
に
、
巨
慣
な
公

て

引

い

ち

の

帽

言

、

喜

代

目

詰

鮮

出

訪

問

主

計

四

部

銭

諮

問

吟

駐

日

一

環

境

や

生

活

へ

の

綜

ド

島

問

問

川

、

詰

町

幹

部

紅

子

さ

ん

(

書

室

与

町

高

卒

ど

、

空

間

す

る

し

つ

り

が

や

か

ま

で

い

主

主

は

、

襲

撃

書

及

会

全

国

臣

友

一

章

、

新

興

襲

警

の

堕

重

要

量

議

開

議

じ

る

、

撃
事
襲
聖
職
員
)
、
高
し
く
い
わ
れ
て
い
芸
、
室
、
学
習
内
容
の
在
、
提
案
の
塞
告
と
い
う
o
酷
友
会
合
理
茜
地
一

ン

ン

ポ

ジ

ウ

ム

理

主

工

事

に

君

、

豊

富

聞

の

見

直

し

、

豊

富

輿
子
さ
ん
(
神
奈
川
県
立
売
右
川
高
女
性
の
書
簡
な
ど
で
ム
重
量
礎
知
母
島
秀
作
れ
る
豊
里
で
華
=
一
色
覇
の
童
ゃ
、
よ
い

一

家

主

の

約

8撃
に
ぎ
っ
て
揖
ア
セ
ス
メ
ン
長
雪
、
団
民
生

等
学
ま
)
、
望
月
損
害
え
化
し
て
な
い
か
、
豊
メ
ニ
ュ
ー
と
習
、
そ
し
て
安
全
な
食
品
事
ベ
食
品
在
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
活
動
一

言

「

こ

長

聖

書

要

望

患

充

買

を

理

す

る

を

(
同
会
全
国
警
告
事
費
盛
)
O

量
産
、
室
長
宣
の
開
通
と
る
知
壁
掛
に
つ
吋

3考
書
っ
て
い
る
と
、
望
月
さ
ん
は
組
一
政
富
一
九
九
了
ニ

g年
五

の

雪

量

わ

ら

な

い

か

ぎ

日

米

両

政

府

に

対

す

る

哩

聖

が

一

軍

司
舎
は
閉
会
童
の
近
腫
と
し
チ
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
再
え
た
い
と
骨
量
の
重
量
は
小
、
中
、
臓
の
内
容
を
栢
介
。
一
撃
手

食
は
今
グ
選
択
の
時
代
d

自
分
の
モ
ノ
サ
シ
を
持
と
う

憧
贋
な
童
宰
宿
運
動
を
推
進
し
て
い
甲
骨
社
団
法
人
増
量
改
椅
普
及
告
(
近
醸
と
し
子
会
き
に
よ
る
申
吉
晴
座
『
引
佳
紀
の
日
本
人
|

l
生
き
方

と
建
立
が
、
喜
明
二
百
聞
に
わ
奇
襲
都
内
で
聞
か
れ
た
。
重
需
富
世
、
益
事
の
草
|
霊
日
本
と
い
わ
れ
き
で

逆
に
個
の
華
華
し
く
な
っ
て
い
る
聞
も
あ
る
。
童
話
の
割
毒
症
か
り
で
な
く
、
在
中
喜
芳
の
問
題
に
ま
で
涼
く
か
か
わ
っ
て
き
で
い

る
こ
と
な
Y
添
栢
ら
れ
た
。

'f:a買さん

f i市
ii号m
LZ側 L2
1長豆旦ぶ 原ノ

讃ι 亨響
守護 吾

回|

意
畑
道
子
署

" 
望月吉九

社
団
法
人
栄
養
改
善
普
及
会
の
生
活
講
座
か
ら

段
擁
愚
感
を
よ
U
た
な
い
い
貴
J
に
、
虚
構
と
い
う
枠
組

の
な
か
で
潤
じ
ら
れ
る
か
ぎ
り
問
題
に
は
な
ち
な

い
。
な
ま
じ
っ
か
な
現
興
住
の
噂
λ
、
観
客
を
大
尽

に
仕
立
玄
也
己
弁
涯
ど
愚
の
骨
頂
戸
、

盟
付
陣
頭
の
瞳
式
?
の
の
ち
床
入
り
と
い
う
安
直

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
や
め
た
方
が
良
い
。
見
通
し
で

の
引
付
り
の
式
を
や
る
の
な
ち
、
二
階
砲
し
を
賢
明

さ
せ
で
正
式
な
献
酬
を
や
る
方
が
は
る
か
に
見
学
え

が
す
る
。
宙
扇
の
風
借
を
E
確
に
再
現
す
る
こ
と
は
、

シ
ョ
ー
で
あ
る
己
弁
〉
」
矛
届
し
な
い
。
栂
式
化
さ
れ

た
廓
風
情
は
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
シ
国

1
、
パ
フ
方

!
?
ン
ス
と
し
て
の
型
車
を
も
っ
て
い
る
。

ゅ
の
事
長
は
、
た
と
忍
摘
出
差
克
、
要
の

悲
障
さ
を
観
明
し
た
パ
ン
フ
を
示
え
た
と
し
て
も

「
差
別
審
差
現
」
し
で
い
る
こ
と
が
問
聞
に
な
る
と

主
張
す
る
。
現
型
に
聴
が
存
在
し
た
時
代
に
、
週
中

を
シ
ョ
ー
に
す
る
の
と
、
廓
が
間
滅
し
て
い
る
現
時

点
で
、
江
戸
時
代
の
道
中
を
世
者
が
酒
ず
る
の
と
を

同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
と
え
お
い
苧
ん
シ
ョ
ー
を
訓
じ
た
と
こ
ろ
で
、

あ
と
に
残
る
の
は
、
公
開
と
売
買
曹
を
存
な
っ
て
い

る
ソ
l
プ
し
か
な
い
吉
原
で
は
な
い
か
。
私
は
、
こ

う
い
う
吉
原
を
想
寵
す
る
と
聾
々
少
子
る
。

相
国
民
の
提
起
し
た
帥
点
に
は
、
肢
の
ニ
点
に
つ

い
て
車
見
手
淫
べ
た
い
。

m議
府
公
許
の
買
開
曹
は
、

古
来
の
恋
愛
の
あ
り

方
弁
ほ
冊
躍
で
、
明
泊
以
後
の
国
軍
管
理
問
曹
捕
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

安
弱
化
さ
れ
た
吉
原
は
尊
草
す
べ
き
だ
が
、
「
吉

原
そ
の
も
の
」
は
文
化
遺
産
で
は
な
い
。

弁
書
」
え
い
え
毒
。
時
九
廟
阿
佐
捕
と

校
生
雪
野
軌
子
は
男
を
ひ
き
入
れ
る
贋

京
去
の
つ
か
い
さ
れ
、
世
の
開
閉
肝
を
一

豊
に
あ
つ
め
た
ひ
と
。
し
か
し
、
と

う
し
た
女
た
ち
へ
注
ぐ
著
者
の
目
は

あ
た
た
か
い
。
国
分
自
費
に
忠
実
に
、

ひ
た
む
き
に
、
あ
る
い
は
時
代
の
枠

の
中
で
か
な
し
く
生
き
争
宜
た
ち
へ

の
共
事
あ
雪
。

そ
し
て
と
う
し
た
題
材
亭
醤
く

と
き
、
著
者
の
あ
で
や
か
な
竃
は
旺

べ
は
な
や
合

「恋
の
唱
、
自
盟

事
件
」

「曹
の
か
け
桶
・
晶
平
ム
量

『
E
ル
ほ
、
『
冨
世
に
投
げ
ロ
hι位
抵
郎
有
情
塑
」
の
あ
た
り
か
ち
、
着
者
は
、

抗
と
恋
愛
む
花
』
介
嵩

早
め
花
宇
悟
白
θ口
た
五
人
戸
ほ
、
奇
楠
中
の
母
抗
亭
梧
き
、
姐
特
の
晃
し
さ

師勾
.
松
旭
斎
芙
時
敵
人
踊
岡
佐
を
か
も
し
出
す
。

帽
、
女
優
・
霊
子
、
有
量
聞
と
そ
し
て
、
車
の
安
}
恋
を
描
い

心
中
し
た
配
者
・
渡
多
野
枇
子
、
作
た
己
の
本
の
畳
桂
の
躍
が
宣
井
県

草
・
開
奔
弾
。
，
花
“
た
ち
が
、
あ
で
、
夫
・
聾
拍
と
、
個
室
E
V
豆
島
の

す
や
か
で
、
也
の
そ
し
的
差
尋
ぢ
た
別
々
の
地
に
同
が
あ
り
、

J

一心異

人
ひ
と
で
あ
る
だ
け
年

i
轟
障
子
炉
早
め
ま
ま
に
あ
る
去
J
に
見
え

な
ど
、
長
罪
で
あ
る
と
い
え
九
な
が
ら
;
見
え
な
い
品
に
よ
っ
て

宗
室
彊
同
誌
の
見
守
翌
最
い
。
霊

・
一
り
支
し
ら
れ
ヰ
|
、
作
家
ち
ひ
し
伝
ば
れ
で
い
る
か
令
官
J
に

章
容
量
聖
い
う
面
で
は
、

E-需
品

一
て
成
功
U
毒
の
器
薬
き
、
軍
君
れ
?
と
い
う
桔
び
に
、
伺
と

は
共
号
、
文
品
開
面
、
罪
文
化
重
量
す
一
書
記
需
で
、
謀
議
話
は
な
し
に
や
宮
霊
感
じ
る
の
で

力
を
も
っ
た
か
杏
か
と
い
品
言
、
近
世
主
主
受
話
葬
禁
異
質
宅
雪
量
君
。
(
枝
〉
(
喜
重
吉

と
は
断
酷
ず
る
の
で
あ
る
。

一
じ
ち
れ
る
が
、
そ
の
最
も
、
輔
師
、
百
円
)

宮
「
吉
原
そ
の
も
の
」
と
い
品
祭
私
に
一
弾
圧
と
そ
し
島
中
に
あ
っ
た
面

2
3
t
t
t
E
i

は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

一
の
人
の
誘
九
っ
た
わ
見
比

O
E----開制
圃
・
・
・
・
・

5
3室
、

霊

童

話

均

一

五

人

安

た

ち

の

直

は

大

正

志

聞

圃

園

・

・

・

貫
世
詰
櫨
(
す
か
が
き
)
専
の
嘩
式
化
育
拒
否
昭
和
、
世
の
し
が
ら
み
、
棋
聖

聞

盛

田

咽

・

=

・

作
法
書
費
量
不
可
号
、
興
に
わ
か
)
一
中
で

E
6生
は

官

。

序

回

・

ワ

薗

-

-

-

eき
ょ
芸
時
三
月
率
見
、
高
雲
寺
園
一
し
ま
墨
週
円
越
し
て
議
絶
な

F

.

.

 ，‘
 
... 

憲
章
阜
口
事
。
人
霊
園
弔
問
書
の
存
な
わ
れ
一

I
l
l
i
-
-
l
i
l
t
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

た
廓
と
い
品
度
事
ゑ
ほ
番
手
ベ
玄
録
、
一

日
本
初
の
女
性
大
使

こ
う
い
っ
た
「
吉
原
そ
の
も
の
」
が
生
手
出
し
た
文
一

化

は

開

揮

す

べ

き

だ

と

雪

。

一

軍
司
陰
崎
話
時

Z
I
E
・'
U
『
忌
陥
叫

「
文
学
、
葉
県
岩
扇
」
だ
け
が
保
書
れ
る
A
一

E
m
F
量
咽
Eph-
-一

;
t
A
-4
3

き
だ
と
い
主
民
卑
室z蚕張
H堤
『
文
学

.苗
蓄
祷
吃
苦
り
が
霊
文

z
M目
日

H
H
H
H
H
H目

直
か
ち
岨
帰
帰
宅
し
た
あ
条
問
菌
倒
れ
、

化
だ
介
量
つ
て
い
岳
の
と
問
H己υヒど勾乙」とで

一
富
空
菱2x
走
化
盟
解
努
戸
、
主
た

E主3司語段
喜
喜
亙
亙
い

-E.可司
J
4園
一
?
ご一
ニ
一
干
十
五
音
目
皇
亙
午
呼
吸
歪
且
寺
で
究
空宍

遊
女
奪
特
恵
す

Eわり
晃
方
一
弓
つ
と
包
つ
て

E宍:考
手
摂
字
す
崎
崎
ニ冒
函
副

.
jJJ
咽士一

4a.
園
一

七
平
十
四
甥
男
宅

ι=
つ
ミ勾

き
文
化
的
背
績
を
も
っ
て
い
る
。
一

一『

4.

，fドM
-
a
E邑
・
・
-

一
九
三
七
草
東
京
女
子
大
卒
。
一

柏
田
民
の
ユ
ニ

1
4童
文
化
醜
に
〓
、

一司令
一

-

-

-

-

-

一

九
四
七
年
、
出
妾
ほ
か
り
の
語

ベ
る
紙
幅
が
な
い
。
近
世
に
聞
し
て
主
に
普
主
同
日
間
同
問
問
問
問
問
問
目
ょ
に
入
り
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

加
え
「
備
費
是
非
拝
見
し
た
い
と
号
。
一
日
本
初
の
女
性
大
哩
(
ア
ノ
了
時
に
力
案
雲
、
晴
人
少
年
量
、

と
こ
ろ
で
、
由
。
莞
民
は
、
一
部
の
女
性
の
血
乙
で
あ
り
、

一
九
八
O
年
国
連
開

I
L
O
事
務
局
畏
帽
専
を
つ
と
め

に
私
へ
の
「
反
容
が
牛
衰
れ
て
い
る
毒
へ
弓
一
人
字
需
雲
暗
〈
コ
ベ
ン
ハ
l

た
。
現
在
主
義
革
財
団
固
問
、

こ
の
間
聞
に
開
U
、
本
掴
で
y
あ
去
琢
時
情
的
一
ゲ
ン
)
で
政
府
首
席
代
哀
を
つ
と
め
檀
慎
市
女
性
態
蓋
事
農
民
悼
《
圃

見
や
反
勾
カ
燭
賦
さ
れ
者
長
」
も
、
今
一
世
ぞ
れ
に
一
て
、
女
子
理
別
撤
廃
条
約
「
盛
名
し
後
ま
な
現
炉
と
し
て
活
圃
中
だ
っ

ず
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
高
幡
E
平
去
ヤ
ん
が
九
月
二
十
五
日
た

o
n睡
は
二
十
九
日
、
南
京
宝
子

急
死
し
弓
九
月
二
十
二
日
、
北
商
大
開
室
で
行
わ
れ
た
。

t..占圃岨

問組提起をふまえてシンポジウムが行われた

「
花
を
投
げ
た
女
た
ち
」

そ
の
五
人
の
蜜
戸
墨
窪
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芸
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三
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三
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-
芸
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言

言

至

童
三
三
芸

三
三三

三

喜

三三

三三

三

重
量

皇室

雲

喜

三

隆

九
月
十
日
付
本
紙
燭
眠
の
相
田
野
そ
長

「日
本
の

男
の
園
理
組
」
ゅ
の
事
え
知
子
氏
「
肺
文
化
礼
聞
に

反
対
」
に
反
輸
す
る
。

私
は
、
近
世
の
障
の
も
っ
た
文
化
的
役
割
を
照
視

す
る
売
買
審
問
思
と
と
り
く
史
E

の
摩
里
隠
調
帯
託

判
し
で
き
屯
九
月
七
日
付
登
喜
刊
で
「
廓
ぬ
き

の
打
戸
文
化
は
存
容

νえ
な
い
と
い
兵
員
解
に
は
私

も
開
成
す
る
。
苦
汁
宮
」
め
て
で
は
島
る
さ
と

湾
へ
た
三
井
マ
リ
子
忌
や
本
眠
に
お
り
る
和
国
民
の

レ
安
ノ
に
、
思
割
前
が
江
戸
都
市
文
化
形
成
の
槙
心
に

あ
っ
た
と
い
う
研
究
者
の
常
聞
を
閉
め
る
見
解
が
、

立
咽
乙
そ
異
な
れ
、
女
性
の
聞
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き

た
己
弁
峯
肝
価
す
る
。
歴
吏
的
事
実
や
、
早
め
時
代

固
有
の
聖
霊
園
し
て
は
じ
め
て
需
文
化
を

相
対
的
に
把
鍾
す
る
視
点
が
槽
円
抗
る
。

さ
て
、
ゆ
②
芯
え
氏
は
、
一
避
の
私
の
発
曹
は
「
手

幹
レ
の
碑
文
化
礼
買
」
だ
、
と
曲
目
酔
し
て
い
る
よ
う

刊
、
私
は
、
芭
戸
時
代
の
文
化
#
P
R
J
R
臨
す
べ
き

か
と
い
う
問
恩
意
岨
か
ら
、
廓
の
も
つ
文
化
的
側
面

や
文
化
を
生
み
出
し
雰
梅
田
に
つ
い
ず
動
じ
だ
け

れ
ど
も
、
た
七
芯
地
「
反
梱
力
的
志
向
?
が
あ
る
か

ち
買
曹
が
あ
っ
て
も
廓
は
揖
晴
わ
νい
」
な
y
p」曹

っ
て
、
廓
文
化
#
呈
&
し
に
礼
置
し
た
箪
え
は
な
い
。

歴
虫
聞
を
画
圃
観
に
す
り
か
え
た
上
F
H

の
反
輪
。
乙

う
い
内
論
理
の
ま
や
か
し
が
、
単
に
ゆ
の
ま
え
氏
の

中嶋

〈軍 3種郵恒物館可)

横浜国立大助教授

第 943号{揖 3種郵恒物館可〉

間
解
に
よ
る
も
の
な
ろ
と
も
か
ミ
、
も
し
車
図
的
に

「
廓
文
化
の
礼
費
者
」
女
性
の
敵
対
者
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
亭
私
に
は
雪
〆
と
し
て
い
る
の
空
白
、
許
し
が

た
い
『
し
と
匂
罵
曹
の
役
げ
古
い
は
宮
小
な
い
の
で
、

こ
の
間
聞
に
は
こ
れ
以
上
宮
粍
レ
な
い
。

①
「
宜
の
性
は
買
わ
れ
る
も
の
と
い
う
住
轟
轡

平
、
「
産
む
世
・
快
高
の
性
」
の
分
化
は
、
近
世
以

来
現
代
ま
で
闘
い
て
い
る
。

mvy
ョ
l
に
怪
文
化
の
保
存
底
意
は
求
め
ら
ー
れ
な

U
 「
廓
文
化
礼
聞
に
反
対
」
の
柚
点
は
、
こ
の
二
点

隠
睡
し
で
い
る
。
こ
の
こ
と
が
問
煙
な
の
だ
。

開
が
尚
棋
レ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
豆
一戸商

京
博
物
館
に
腕
を
厚
干
す
る
な
」
と
要
求
す
る
こ
と

で
現
代
日
本
人
の
性
意
醐
が
変
輩
で
章
安
ほ
私

に
は
患
え
な
い
。

②
に
つ
い
工
意
見
帯
注
ベ
号
。
ゆ
包
苦
ん
民
は
、

お
い
争
ん
シ
ョ
l
に
y
k
u
去
五
改
善
慣
が
ほ
ど
こ

さ
れ

4
2迄
「
暫
別
を
珪
現
」
し
た
シ
買
ー
で
あ

る
以
よ
は
串
金
C
せ
る
べ
き
だ
シ
』
唱
え
て
い
る
ま
J

だ
。
別
に
は
と
パ
ス
の
対
応
奪
蝕
す
る
わ
目
で
は

な
い
か
、
と
う
い
司
論
理
で
批
判
す
る
か
ぎ
り
、
松

歴
史
観
を
価
値
観
に

「

す
り
変
え
た
か
反
論
ふ

に
監
理
で
安
易
と
容
っ
。
①
の
昆
解
に
つ
い
て
私

は
反
対
で
は
な
い
。
だ
が
、
件
差
別
の
廓
文
化
軒
瞳

棄
す
べ
き
だ
と
い
う
輪
理
は
、
騨
が
江
声
文
化
の
糊

顕
で
あ
っ
た
と
い
う
事
費
か
A
f
hば
、
江
戸
文
化

そ
の
も
の
が
植
草
す
る
に
惜
し
な
い
と
曹
っ
て
い
る

に
等
し
い
。

私
は
高
幡
曹
久
江
民
に
対
し
、
八
ム
蝿
制
度
と
い
う

あ
い
ま
い
な
概
念
た
だ

一
点
か
ら
江
戸
文
化
を
把
出

し
断
罪
し
て
い
る
と
批
判
レ
た
が
、
ゅ
の
事
え
民
も

高
橋
正
と
同
じ
い
貴
J
に
、
っ
き
つ
め
れ
ば
、
良
い
か

思
い
か
と
い
ヨ
単
純
な
価
値
観
の
レ
ベ
ル
で
文
化
を

車
昼
間
は
「
お
い
争
ん
シ
ョ
ー
は
耳
慣
な
文
お
と

と
開
き
直
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
巧
菩
か
。

今
回
の
批
判
を
圃
E
E
に
む
し
ろ
松
葉
屋
は
三
十
年

も
間
け
て
き
た
シ
戸
l
の
演
出
を
一
変
す
べ
き
で
あ

る
。
「
安
っ
ぽ
い
遊
廓
擬
似
体
闘
パ
フ
ォ
i
マ
ン
ス
」

と
三
井
マ
リ
子
丘
に
批
判
さ
れ
た
型
車
#
鉱
抵
す
る

に
は
、
閣
得
癒
す
る
乙
と
と
主
事
d
に
己
だ
わ
る

己
と
の
一
一
点
宇
輔
に
し
た
摘
出
を
す
る
己
と
炉
肝
要

だ
と
田
宮
J
。

「
女
を
買
う
、
女
が
買
わ
れ
る
」
と
い
う
堕
曹
は

た
室
内
日
酌
舞
伎
の
廓
輔
の
粛
授
を
見
た
女
性
が
別

「
全
摘
」
か
「
保
存
」
か

思ったことや、お知らせした

乳
ガ
ン
を
大
検
討
す
る

みんなのページです

いことが島ったら自由に制用して下さt、-;肩車部

大
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
へ
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て
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、

シ
ャ
キ
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さ
せ
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だ
さ
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町

ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
、
生
活
情
報
、

そ
し
て
今
日
一
番
の
話
題
を

全
国
各
地
か
ら
、
で
っ
か
く

お
伝
、
え
す
る
卯
分
で
す
%
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し
ょ
う
ゆ
の
原
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K
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し
て
良
質
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1
0
0パ
ー
セ
ン
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使
用
し
ま
し
た
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ふ
と
ク
ラ
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t

の
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ど
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す
る
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訴
し
い
タ
イ
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品
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士
v
k
き
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分
け
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特
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持
っ
て
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ま
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事
を
作
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
と
い
の
桔
童
に
も
健
わ
れ
て
い
る
と
い
が
、
吉
明
か
ら
発
電
ス
ポ
ー
ツ
を

「
Y
R
じ
で
も
巨
割
宍
ム
共
担
圃

う
J
T
づ
く
り
の
輯
理
で
あ
る
こ
と
、
ぅ
。
平
っ
て
い
る
人
の
童
車
を
闇
ベ
る
#
干
る
安
ロ
ば
、
老
人
の
た
め
の
住

凋
げ
拘
よ
り
焼
き
物
を
多
く
し
た
ロ
「
圃
選
出
シ
チ
供
た
ぢ
は
ト
マ
ト
の
と
、
目
的
#
持
っ
て
い
亭
人
は
い
い
居
盤
情
な
ど
福
祉
政
簡
、
自
問
保
護

献
寸
志
挙
聞
の
果
物
、
野
菜
を
ふ
ん
膏
く
主
ほ
イ
ヤ
、
甘
い
ミ
-
下
マ
今
へ
方
を
し
て
い
る
J
rめ
λ
の
童
な
ど
へ
」
と
笹
し
、
政
党
に
「
優
先

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
も
の
、
切
え
は
ト
が
好
吉
、
え
ぐ
瞬
、
苦
時
の
あ
る
べ
方
を
見
れ
草
き
方
が
分
る
。
貴
順
位
高
確
に
示
せ
下
註
在
た
。

平
供
の
好
き
な
カ
レ
ー
に
は
ナ
ス
や
も
の
、
堅
い
も
の
も
イ
ヤ
マ
ハ
ン
も
J
Y司
正
喜
る
か
に
な
っ
玄
」
そ
車
事
c
ん
は
、
内
需
広
大
の
た
め

カ
ボ
チ
ャ
な
差
入
れ
て
霊
力
レ
パ

l
Z重
ん
だ
警
か
い
も
の
裏
面
芝
号
。
生
雇
を
瞳
瞳
に
君
、
山
林
へ
の
大
幅
な
罰
緩
和

ー
に
す
る
と
い
っ
た
塁
だ
。
が
雲
、
禽
へ
方
主
に
お
か
玄
九
生
き
た
め
に
、
的

少
時
代
は
作
を
打
ち
出
し
た
「
リ
ゾ
ー
ト
出
」
を

だ
し
は
と
り
ガ
ラ
、
コ
プ
、
カ
ツ
け
#
姪
へ
、
世
に
E
は
ん
日
伐
採
量
る
曜
し
み
よ
り
童
事
を
事
受
す
る
時
あ
げ
「
巨
額
な
投
置
の
一
部
が
、
自

益
支
取
る
。
「
市
原
の
だ
年
便
べ
る
と
い
主
主
暑
さ
。
老
人
間
。
震
で
は
、
目
立
の
た
め
め
学
塁
園
開
型
車
名
目
で
、
華

宵
外
だ
っ
さ
と
い
い
、
既
製
品
の
う
己
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
亭
零
正
ホ
l
ム
を
を
ね
た
時
、
か
く
し
ゃ
習
を
、
興
践
的
に
教
え
る
べ
三
九
。
き
雨
に
遭
を
つ
け
る
多
可
自
照
酷

期
事
伊
賀
っ
て
も
、
サ
ラ
ダ
を
つ
け
本
物
の
聴
が
央
わ
れ
て
い
く
賓
が
す
く
と
し
て
い
奇
人
は
、
捜
八
分
目
に
自
担
能
力
が
な
い
と
ム
チ
ャ
な
量
生
壇
に
使
わ
れ
る
か
と
思
う
と
恐
し

加
え
る
と
か
、
震
で
工
夫
を
し
て
る
。

二
十
一世
紀
を
担
う
平
供
た
ち
何
で
も
壷
『
へ
奇
人
、
寝
込
ん
で
い
る
雷
季
る
。
体
#
ど
わ
ず
。
芝
、
い
」
と
湾
へ
、
思
の
も
と
に
よ
」

酷
し
い
と
書
し
た
。
に
、
本
物
白
味
章
一
足
喜
て
お
き
人
の
多
く
に
は
好
き
き
ら
い
が
あ
良
能
力
の
欠
如
は
、
こ
れ
か
ら
は
の
霊
園
士
聞
勾
カ
海
昔
、
日
本

容

校

一

校

、

中

学

校

二

世

で

、

た

い

」

奇

書

い

緊

急

車

市

老

人

草

壁

間

に

ま

で

客

室

ぼ

す

よ

は

需

に

引

き

継

ぐ

息

主

主

さ
ん
は
い
う
。
約
二
千
五
百
名
の
桔
著
作
品
共
同
ま
た
、
課
苧
ん
は
地
塙
で
と
れ
に
な
っ
て
か
白
玉
て
い
る
。
そ
う
に
な
争
と
い
い
、

「い
ま
、
平
ど
っ
て
'
善
玉
置
す
る
。

「翼
習
を
湿
し
て
分
か
っ
た
ご
と
闘
理
咽
の
栄
壇
上
と
し
て
働
い
て
い
る
も
の
を
安
秀
力
を
し
て
い
る
。
の
辺
で
学
佼
結
集
ξ
P
Z
薗
す
な
も
に
宣
の
教
育
#
す
吾
し
と
は
、
一

一
周
囲
さ
ん
は
、
土
木
工
事
へ
の
E

t、
ぃ

喜

壁

語

審

議

ミ

重

の

語

調

理

軍

基

く

の

い

わ

し

が

者

2器
産
官
持
さ
れ
る

E
世
代
の
喜
に
慌
わ
る
と
と
に
な
閉
量
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
器

h

知
ら
な
い
こ
と
。
調
理
商
事
章
特
置
の
低
下
と
い
う
イ
メ
l
話

さ

れ

る

が

、

安

く

て

蓄

の

き

い

が

雲

」

り

、

置

要

な

こ

長

」

主

ベ

%

台

震

ど

熱

帯

査

員

菌

室

三

一

酬
や
寝
食
品
の
味
が
す
べ
五
と
恩
あ
雫
買
手
、
雪
崩
を
害
時
わ
年
す
り
費
に
し
て
事
ベ
宇
く
昆
箆
差
損
uh筑
波
大
学
体
齢
喜
ん
の
華
を
し
を
く
り
に
に
号
、
警
寝
室
す
季
世

っ
て
い
る
」
「
童
隼
陪
も
フ
ア
ジ
シ
ヨ
股
酎
か
ら
事
国
し
て
軍
底
と
同
じ
食
す
る
な
ど
工
夫
し
弓
己
れ
虫
歯
育
科
学
軍
撤
炭
の
酷
木
正
周
さ
ん
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
輯
之
、
唖
す
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、

ン
と
い
わ
れ
る
時
代
だ
が
、
正
レ
い
一
割
引
ヨ
ヨ
司
自
司
割
引
引
割
引
引
引
割
引
割
引
副
割
引
割
引
副
司
ヨ

Z
Z副
引
割
引
割
引
引
割
引
司
割
引
引
ヨ
ヨ
ヨ
司
引
司
副
司

F
A
X、
コ
ピ
l
紙
な
ど
眠
の
尚
圏

直
置
闇
蓄
五
た
め
に

E遭一
M
M
H
H
M
M
H
1
M
m
l
u
m
-
-川
山

川

山

山

川

川

川

川

は

書

し

て

お

り

、

翻

意

、

祖

な

学

習

の

管

理

が

需

量

一

川

一

1川
棚

酬

魁

幽

帽

掛

畑

一

山

胡

咽

品

雌

叫

棚

酬

州

制

冊

目

白

も
問
型
し
て
い
る

科
の
男
女
共
学
は
大
き
な
前
進
だ
」
一
!
町
円
H
H一
」
」
川

1
」
E
E
|
E
H
H4
iJ

i

l
--
司

14
弓

円

|
|
t
f

二
日
間

に

わ

た

草

野

な

プ

ロ

グ

さ

~

楚

た

。

女

子

の

就

撃

が

高

く

な

る

中

一

町

佐

一

一

戸

、
¥

、

ラ

E
E
4
喧

町

‘

.
a

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の

Z
E哲
三

l
ラ

ム

弱

近

警

ん

は

、

軍

事

は

、

日

一

九

九

盟

主

、

高

等

蓄

の

有

国

務

段

差

豪

雪

需

一

間

理

署

警

足

、

た

首

語

咽
の
人
fカ
商
量
教
育
」
意
ぞ
い
本
に
は
苗
宮
一
汁
一
著
書
方
家
需
が
興
事
曹
に
な
る
が
、
木
は
事
た
と
も
い
う
。

一

7
2
'

と
は
、
ョ
ソ
か
ら
い
わ
れ
て
や
雲
量
躍
棋
の
た
め
に
、
巨
慣
な
公

て

引

い

ち

の

帽

言

、

喜

代

目

詰

鮮

出

訪

問

主

計

四

部

銭

諮

問

吟

駐

日

一

環

境

や

生

活

へ

の

綜

ド

島

問

問

川

、

詰

町

幹

部

紅

子

さ

ん

(

書

室

与

町

高

卒

ど

、

空

間

す

る

し

つ

り

が

や

か

ま

で

い

主

主

は

、

襲

撃

書

及

会

全

国

臣

友

一

章

、

新

興

襲

警

の

堕

重

要

量

議

開

議

じ

る

、

撃
事
襲
聖
職
員
)
、
高
し
く
い
わ
れ
て
い
芸
、
室
、
学
習
内
容
の
在
、
提
案
の
塞
告
と
い
う
o
酷
友
会
合
理
茜
地
一

ン

ン

ポ

ジ

ウ

ム

理

主

工

事

に

君

、

豊

富

聞

の

見

直

し

、

豊

富

輿
子
さ
ん
(
神
奈
川
県
立
売
右
川
高
女
性
の
書
簡
な
ど
で
ム
重
量
礎
知
母
島
秀
作
れ
る
豊
里
で
華
=
一
色
覇
の
童
ゃ
、
よ
い

一

家

主

の

約

8撃
に
ぎ
っ
て
揖
ア
セ
ス
メ
ン
長
雪
、
団
民
生

等
学
ま
)
、
望
月
損
害
え
化
し
て
な
い
か
、
豊
メ
ニ
ュ
ー
と
習
、
そ
し
て
安
全
な
食
品
事
ベ
食
品
在
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
活
動
一

言

「

こ

長

聖

書

要

望

患

充

買

を

理

す

る

を

(
同
会
全
国
警
告
事
費
盛
)
O

量
産
、
室
長
宣
の
開
通
と
る
知
壁
掛
に
つ
吋

3考
書
っ
て
い
る
と
、
望
月
さ
ん
は
組
一
政
富
一
九
九
了
ニ

g年
五

の

雪

量

わ

ら

な

い

か

ぎ

日

米

両

政

府

に

対

す

る

哩

聖

が

一

軍

司
舎
は
閉
会
童
の
近
腫
と
し
チ
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
再
え
た
い
と
骨
量
の
重
量
は
小
、
中
、
臓
の
内
容
を
栢
介
。
一
撃
手

食
は
今
グ
選
択
の
時
代
d

自
分
の
モ
ノ
サ
シ
を
持
と
う

憧
贋
な
童
宰
宿
運
動
を
推
進
し
て
い
甲
骨
社
団
法
人
増
量
改
椅
普
及
告
(
近
醸
と
し
子
会
き
に
よ
る
申
吉
晴
座
『
引
佳
紀
の
日
本
人
|

l
生
き
方

と
建
立
が
、
喜
明
二
百
聞
に
わ
奇
襲
都
内
で
聞
か
れ
た
。
重
需
富
世
、
益
事
の
草
|
霊
日
本
と
い
わ
れ
き
で

逆
に
個
の
華
華
し
く
な
っ
て
い
る
聞
も
あ
る
。
童
話
の
割
毒
症
か
り
で
な
く
、
在
中
喜
芳
の
問
題
に
ま
で
涼
く
か
か
わ
っ
て
き
で
い

る
こ
と
な
Y
添
栢
ら
れ
た
。

'f:a買さん

f i市
ii号m
LZ側 L2
1長豆旦ぶ 原ノ

讃ι 亨響
守護 吾

回|

意
畑
道
子
署

" 
望月吉九

社
団
法
人
栄
養
改
善
普
及
会
の
生
活
講
座
か
ら

段
擁
愚
感
を
よ
U
た
な
い
い
貴
J
に
、
虚
構
と
い
う
枠
組

の
な
か
で
潤
じ
ら
れ
る
か
ぎ
り
問
題
に
は
な
ち
な

い
。
な
ま
じ
っ
か
な
現
興
住
の
噂
λ
、
観
客
を
大
尽

に
仕
立
玄
也
己
弁
涯
ど
愚
の
骨
頂
戸
、

盟
付
陣
頭
の
瞳
式
?
の
の
ち
床
入
り
と
い
う
安
直

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
や
め
た
方
が
良
い
。
見
通
し
で

の
引
付
り
の
式
を
や
る
の
な
ち
、
二
階
砲
し
を
賢
明

さ
せ
で
正
式
な
献
酬
を
や
る
方
が
は
る
か
に
見
学
え

が
す
る
。
宙
扇
の
風
借
を
E
確
に
再
現
す
る
こ
と
は
、

シ
ョ
ー
で
あ
る
己
弁
〉
」
矛
届
し
な
い
。
栂
式
化
さ
れ

た
廓
風
情
は
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
シ
国

1
、
パ
フ
方

!
?
ン
ス
と
し
て
の
型
車
を
も
っ
て
い
る
。

ゅ
の
事
長
は
、
た
と
忍
摘
出
差
克
、
要
の

悲
障
さ
を
観
明
し
た
パ
ン
フ
を
示
え
た
と
し
て
も

「
差
別
審
差
現
」
し
で
い
る
こ
と
が
問
聞
に
な
る
と

主
張
す
る
。
現
型
に
聴
が
存
在
し
た
時
代
に
、
週
中

を
シ
ョ
ー
に
す
る
の
と
、
廓
が
間
滅
し
て
い
る
現
時

点
で
、
江
戸
時
代
の
道
中
を
世
者
が
酒
ず
る
の
と
を

同
一
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

た
と
え
お
い
苧
ん
シ
ョ
ー
を
訓
じ
た
と
こ
ろ
で
、

あ
と
に
残
る
の
は
、
公
開
と
売
買
曹
を
存
な
っ
て
い

る
ソ
l
プ
し
か
な
い
吉
原
で
は
な
い
か
。
私
は
、
こ

う
い
う
吉
原
を
想
寵
す
る
と
聾
々
少
子
る
。

相
国
民
の
提
起
し
た
帥
点
に
は
、
肢
の
ニ
点
に
つ

い
て
車
見
手
淫
べ
た
い
。

m議
府
公
許
の
買
開
曹
は
、

古
来
の
恋
愛
の
あ
り

方
弁
ほ
冊
躍
で
、
明
泊
以
後
の
国
軍
管
理
問
曹
捕
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

安
弱
化
さ
れ
た
吉
原
は
尊
草
す
べ
き
だ
が
、
「
吉

原
そ
の
も
の
」
は
文
化
遺
産
で
は
な
い
。

弁
書
」
え
い
え
毒
。
時
九
廟
阿
佐
捕
と

校
生
雪
野
軌
子
は
男
を
ひ
き
入
れ
る
贋

京
去
の
つ
か
い
さ
れ
、
世
の
開
閉
肝
を
一

豊
に
あ
つ
め
た
ひ
と
。
し
か
し
、
と

う
し
た
女
た
ち
へ
注
ぐ
著
者
の
目
は

あ
た
た
か
い
。
国
分
自
費
に
忠
実
に
、

ひ
た
む
き
に
、
あ
る
い
は
時
代
の
枠

の
中
で
か
な
し
く
生
き
争
宜
た
ち
へ

の
共
事
あ
雪
。

そ
し
て
と
う
し
た
題
材
亭
醤
く

と
き
、
著
者
の
あ
で
や
か
な
竃
は
旺

べ
は
な
や
合

「恋
の
唱
、
自
盟

事
件
」

「曹
の
か
け
桶
・
晶
平
ム
量

『
E
ル
ほ
、
『
冨
世
に
投
げ
ロ
hι位
抵
郎
有
情
塑
」
の
あ
た
り
か
ち
、
着
者
は
、

抗
と
恋
愛
む
花
』
介
嵩

早
め
花
宇
悟
白
θ口
た
五
人
戸
ほ
、
奇
楠
中
の
母
抗
亭
梧
き
、
姐
特
の
晃
し
さ

師勾
.
松
旭
斎
芙
時
敵
人
踊
岡
佐
を
か
も
し
出
す
。

帽
、
女
優
・
霊
子
、
有
量
聞
と
そ
し
て
、
車
の
安
}
恋
を
描
い

心
中
し
た
配
者
・
渡
多
野
枇
子
、
作
た
己
の
本
の
畳
桂
の
躍
が
宣
井
県

草
・
開
奔
弾
。
，
花
“
た
ち
が
、
あ
で
、
夫
・
聾
拍
と
、
個
室
E
V
豆
島
の

す
や
か
で
、
也
の
そ
し
的
差
尋
ぢ
た
別
々
の
地
に
同
が
あ
り
、

J

一心異

人
ひ
と
で
あ
る
だ
け
年

i
轟
障
子
炉
早
め
ま
ま
に
あ
る
去
J
に
見
え

な
ど
、
長
罪
で
あ
る
と
い
え
九
な
が
ら
;
見
え
な
い
品
に
よ
っ
て

宗
室
彊
同
誌
の
見
守
翌
最
い
。
霊

・
一
り
支
し
ら
れ
ヰ
|
、
作
家
ち
ひ
し
伝
ば
れ
で
い
る
か
令
官
J
に

章
容
量
聖
い
う
面
で
は
、

E-需
品

一
て
成
功
U
毒
の
器
薬
き
、
軍
君
れ
?
と
い
う
桔
び
に
、
伺
と

は
共
号
、
文
品
開
面
、
罪
文
化
重
量
す
一
書
記
需
で
、
謀
議
話
は
な
し
に
や
宮
霊
感
じ
る
の
で

力
を
も
っ
た
か
杏
か
と
い
品
言
、
近
世
主
主
受
話
葬
禁
異
質
宅
雪
量
君
。
(
枝
〉
(
喜
重
吉

と
は
断
酷
ず
る
の
で
あ
る
。

一
じ
ち
れ
る
が
、
そ
の
最
も
、
輔
師
、
百
円
)

宮
「
吉
原
そ
の
も
の
」
と
い
品
祭
私
に
一
弾
圧
と
そ
し
島
中
に
あ
っ
た
面

2
3
t
t
t
E
i

は
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

一
の
人
の
誘
九
っ
た
わ
見
比

O
E----開制
圃
・
・
・
・
・

5
3室
、

霊

童

話

均

一

五

人

安

た

ち

の

直

は

大

正

志

聞

圃

園

・

・

・

貫
世
詰
櫨
(
す
か
が
き
)
専
の
嘩
式
化
育
拒
否
昭
和
、
世
の
し
が
ら
み
、
棋
聖

聞

盛

田

咽

・

=

・

作
法
書
費
量
不
可
号
、
興
に
わ
か
)
一
中
で

E
6生
は

官

。

序

回

・

ワ

薗

-

-

-

eき
ょ
芸
時
三
月
率
見
、
高
雲
寺
園
一
し
ま
墨
週
円
越
し
て
議
絶
な

F

.

.
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憲
章
阜
口
事
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人
霊
園
弔
問
書
の
存
な
わ
れ
一

I
l
l
i
-
-
l
i
l
t
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-

た
廓
と
い
品
度
事
ゑ
ほ
番
手
ベ
玄
録
、
一

日
本
初
の
女
性
大
使

こ
う
い
っ
た
「
吉
原
そ
の
も
の
」
が
生
手
出
し
た
文
一

化

は

開

揮

す

べ

き

だ

と

雪

。

一

軍
司
陰
崎
話
時

Z
I
E
・'
U
『
忌
陥
叫

「
文
学
、
葉
県
岩
扇
」
だ
け
が
保
書
れ
る
A
一

E
m
F
量
咽
Eph-
-一

;
t
A
-4
3

き
だ
と
い
主
民
卑
室z蚕張
H堤
『
文
学

.苗
蓄
祷
吃
苦
り
が
霊
文

z
M目
日

H
H
H
H
H
H目

直
か
ち
岨
帰
帰
宅
し
た
あ
条
問
菌
倒
れ
、

化
だ
介
量
つ
て
い
岳
の
と
問
H己υヒど勾乙」とで

一
富
空
菱2x
走
化
盟
解
努
戸
、
主
た

E主3司語段
喜
喜
亙
亙
い

-E.可司
J
4園
一
?
ご一
ニ
一
干
十
五
音
目
皇
亙
午
呼
吸
歪
且
寺
で
究
空宍

遊
女
奪
特
恵
す

Eわり
晃
方
一
弓
つ
と
包
つ
て

E宍:考
手
摂
字
す
崎
崎
ニ冒
函
副

.
jJJ
咽士一

4a.
園
一

七
平
十
四
甥
男
宅

ι=
つ
ミ勾

き
文
化
的
背
績
を
も
っ
て
い
る
。
一

一『

4.

，fドM
-
a
E邑
・
・
-

一
九
三
七
草
東
京
女
子
大
卒
。
一

柏
田
民
の
ユ
ニ

1
4童
文
化
醜
に
〓
、

一司令
一

-

-

-

-

-

一

九
四
七
年
、
出
妾
ほ
か
り
の
語

ベ
る
紙
幅
が
な
い
。
近
世
に
聞
し
て
主
に
普
主
同
日
間
同
問
問
問
問
問
問
目
ょ
に
入
り
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

加
え
「
備
費
是
非
拝
見
し
た
い
と
号
。
一
日
本
初
の
女
性
大
哩
(
ア
ノ
了
時
に
力
案
雲
、
晴
人
少
年
量
、

と
こ
ろ
で
、
由
。
莞
民
は
、
一
部
の
女
性
の
血
乙
で
あ
り
、

一
九
八
O
年
国
連
開

I
L
O
事
務
局
畏
帽
専
を
つ
と
め

に
私
へ
の
「
反
容
が
牛
衰
れ
て
い
る
毒
へ
弓
一
人
字
需
雲
暗
〈
コ
ベ
ン
ハ
l

た
。
現
在
主
義
革
財
団
固
問
、

こ
の
間
聞
に
開
U
、
本
掴
で
y
あ
去
琢
時
情
的
一
ゲ
ン
)
で
政
府
首
席
代
哀
を
つ
と
め
檀
慎
市
女
性
態
蓋
事
農
民
悼
《
圃

見
や
反
勾
カ
燭
賦
さ
れ
者
長
」
も
、
今
一
世
ぞ
れ
に
一
て
、
女
子
理
別
撤
廃
条
約
「
盛
名
し
後
ま
な
現
炉
と
し
て
活
圃
中
だ
っ

ず
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
高
幡
E
平
去
ヤ
ん
が
九
月
二
十
五
日
た

o
n睡
は
二
十
九
日
、
南
京
宝
子

急
死
し
弓
九
月
二
十
二
日
、
北
商
大
開
室
で
行
わ
れ
た
。

t..占圃岨

問組提起をふまえてシンポジウムが行われた

「
花
を
投
げ
た
女
た
ち
」

そ
の
五
人
の
蜜
戸
墨
窪

三
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芸
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芸

芸
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童
三
三
芸

三
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三

喜

三三

三三

三

重
量

皇室

雲

喜

三

隆

九
月
十
日
付
本
紙
燭
眠
の
相
田
野
そ
長

「日
本
の

男
の
園
理
組
」
ゅ
の
事
え
知
子
氏
「
肺
文
化
礼
聞
に

反
対
」
に
反
輸
す
る
。

私
は
、
近
世
の
障
の
も
っ
た
文
化
的
役
割
を
照
視

す
る
売
買
審
問
思
と
と
り
く
史
E

の
摩
里
隠
調
帯
託

判
し
で
き
屯
九
月
七
日
付
登
喜
刊
で
「
廓
ぬ
き

の
打
戸
文
化
は
存
容

νえ
な
い
と
い
兵
員
解
に
は
私

も
開
成
す
る
。
苦
汁
宮
」
め
て
で
は
島
る
さ
と

湾
へ
た
三
井
マ
リ
子
忌
や
本
眠
に
お
り
る
和
国
民
の

レ
安
ノ
に
、
思
割
前
が
江
戸
都
市
文
化
形
成
の
槙
心
に

あ
っ
た
と
い
う
研
究
者
の
常
聞
を
閉
め
る
見
解
が
、

立
咽
乙
そ
異
な
れ
、
女
性
の
聞
に
も
あ
ら
わ
れ
て
き

た
己
弁
峯
肝
価
す
る
。
歴
吏
的
事
実
や
、
早
め
時
代

固
有
の
聖
霊
園
し
て
は
じ
め
て
需
文
化
を

相
対
的
に
把
鍾
す
る
視
点
が
槽
円
抗
る
。

さ
て
、
ゆ
②
芯
え
氏
は
、
一
避
の
私
の
発
曹
は
「
手

幹
レ
の
碑
文
化
礼
買
」
だ
、
と
曲
目
酔
し
て
い
る
よ
う

刊
、
私
は
、
芭
戸
時
代
の
文
化
#
P
R
J
R
臨
す
べ
き

か
と
い
う
問
恩
意
岨
か
ら
、
廓
の
も
つ
文
化
的
側
面

や
文
化
を
生
み
出
し
雰
梅
田
に
つ
い
ず
動
じ
だ
け

れ
ど
も
、
た
七
芯
地
「
反
梱
力
的
志
向
?
が
あ
る
か

ち
買
曹
が
あ
っ
て
も
廓
は
揖
晴
わ
νい
」
な
y
p」曹

っ
て
、
廓
文
化
#
呈
&
し
に
礼
置
し
た
箪
え
は
な
い
。

歴
虫
聞
を
画
圃
観
に
す
り
か
え
た
上
F
H

の
反
輪
。
乙

う
い
内
論
理
の
ま
や
か
し
が
、
単
に
ゆ
の
ま
え
氏
の

中嶋
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間
解
に
よ
る
も
の
な
ろ
と
も
か
ミ
、
も
し
車
図
的
に

「
廓
文
化
の
礼
費
者
」
女
性
の
敵
対
者
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
亭
私
に
は
雪
〆
と
し
て
い
る
の
空
白
、
許
し
が

た
い
『
し
と
匂
罵
曹
の
役
げ
古
い
は
宮
小
な
い
の
で
、

こ
の
間
聞
に
は
こ
れ
以
上
宮
粍
レ
な
い
。

①
「
宜
の
性
は
買
わ
れ
る
も
の
と
い
う
住
轟
轡

平
、
「
産
む
世
・
快
高
の
性
」
の
分
化
は
、
近
世
以

来
現
代
ま
で
闘
い
て
い
る
。

mvy
ョ
l
に
怪
文
化
の
保
存
底
意
は
求
め
ら
ー
れ
な

U
 「
廓
文
化
礼
聞
に
反
対
」
の
柚
点
は
、
こ
の
二
点

隠
睡
し
で
い
る
。
こ
の
こ
と
が
問
煙
な
の
だ
。

開
が
尚
棋
レ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
豆
一戸商

京
博
物
館
に
腕
を
厚
干
す
る
な
」
と
要
求
す
る
こ
と

で
現
代
日
本
人
の
性
意
醐
が
変
輩
で
章
安
ほ
私

に
は
患
え
な
い
。

②
に
つ
い
工
意
見
帯
注
ベ
号
。
ゆ
包
苦
ん
民
は
、

お
い
争
ん
シ
ョ
l
に
y
k
u
去
五
改
善
慣
が
ほ
ど
こ

さ
れ

4
2迄
「
暫
別
を
珪
現
」
し
た
シ
買
ー
で
あ

る
以
よ
は
串
金
C
せ
る
べ
き
だ
シ
』
唱
え
て
い
る
ま
J

だ
。
別
に
は
と
パ
ス
の
対
応
奪
蝕
す
る
わ
目
で
は

な
い
か
、
と
う
い
司
論
理
で
批
判
す
る
か
ぎ
り
、
松

歴
史
観
を
価
値
観
に

「

す
り
変
え
た
か
反
論
ふ

に
監
理
で
安
易
と
容
っ
。
①
の
昆
解
に
つ
い
て
私

は
反
対
で
は
な
い
。
だ
が
、
件
差
別
の
廓
文
化
軒
瞳

棄
す
べ
き
だ
と
い
う
輪
理
は
、
騨
が
江
声
文
化
の
糊

顕
で
あ
っ
た
と
い
う
事
費
か
A
f
hば
、
江
戸
文
化

そ
の
も
の
が
植
草
す
る
に
惜
し
な
い
と
曹
っ
て
い
る

に
等
し
い
。

私
は
高
幡
曹
久
江
民
に
対
し
、
八
ム
蝿
制
度
と
い
う

あ
い
ま
い
な
概
念
た
だ

一
点
か
ら
江
戸
文
化
を
把
出

し
断
罪
し
て
い
る
と
批
判
レ
た
が
、
ゅ
の
事
え
民
も

高
橋
正
と
同
じ
い
貴
J
に
、
っ
き
つ
め
れ
ば
、
良
い
か

思
い
か
と
い
ヨ
単
純
な
価
値
観
の
レ
ベ
ル
で
文
化
を

車
昼
間
は
「
お
い
争
ん
シ
ョ
ー
は
耳
慣
な
文
お
と

と
開
き
直
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
巧
菩
か
。

今
回
の
批
判
を
圃
E
E
に
む
し
ろ
松
葉
屋
は
三
十
年

も
間
け
て
き
た
シ
戸
l
の
演
出
を
一
変
す
べ
き
で
あ

る
。
「
安
っ
ぽ
い
遊
廓
擬
似
体
闘
パ
フ
ォ
i
マ
ン
ス
」

と
三
井
マ
リ
子
丘
に
批
判
さ
れ
た
型
車
#
鉱
抵
す
る

に
は
、
閣
得
癒
す
る
乙
と
と
主
事
d
に
己
だ
わ
る

己
と
の
一
一
点
宇
輔
に
し
た
摘
出
を
す
る
己
と
炉
肝
要

だ
と
田
宮
J
。

「
女
を
買
う
、
女
が
買
わ
れ
る
」
と
い
う
堕
曹
は

た
室
内
日
酌
舞
伎
の
廓
輔
の
粛
授
を
見
た
女
性
が
別

「
全
摘
」
か
「
保
存
」
か

思ったことや、お知らせした

乳
ガ
ン
を
大
検
討
す
る
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大
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
へ

経験者と医師

あけぼの会主催

月~金き7:00----8: 30l~tJ~n 

¥¥j 

回

朝から好奇'J~\，

起
き
た
て
の
頭
を
、

シ
ャ
キ
ッ
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
町

ニ
ュ
ー
ス
、
天
気
、
生
活
情
報
、

そ
し
て
今
日
一
番
の
話
題
を

全
国
各
地
か
ら
、
で
っ
か
く

お
伝
、
え
す
る
卯
分
で
す
%

キャスター:生島ヒロシ/寺田理恵子

MI~)I里陸軍副

l H 2 i i Z ! ? ; i j 出LAj i t i t i 器5 3 1 2 F i i i B R I l l | | 引 李七: i綿剖i詰再謝g詰組;話ii ?均記仙勇記払;与票! i ; 幽踊臨劃j品品!詩告i主iq段i長F酔計i子トトそ討恥hれミ 2奇当出ぜ2範計EF訴お守1争制制!整幹骨制副t←制刊叶語イ44|lj1m川州11川脚11い川1)jjh仙仙II~川川11111川1111川111川川川川111川川川川111川川1111
宣梢3軒榊1神雪;!持出i註;山;れ山団i諸併i鵠出陶g烏鞠鞠号司噌単層軒医?三;鴨陣青島昔話iiiE iiii?ihiil11i|市lJIll是 主
主寺中野君主iL~ 持 J1のζ ド聖書開制書き i元i
z!?掛時計;iiijjijiiFijij;iP1123!?151ii!;Ti
ziiiLiiifiziji!??告訴事告ijiiiiifihhiiizpjiigi号i!?!iiiiii!ii;igiztiggsff-:;!?iiii184i!??ii;自信iiji
i!1ii昌14Fii;ifiiiiF1Fijiii!?ifiii;i1i室 itJTF;;!?長
引 i品iiEiE出自EfJi5121ii知:!i -Ari....-iii?!?ii量点iti?221号??idLE時fj#晶!襲怯i長H;訂オ辿2j£品iL討出2追金i許軒!打?品i芸龍出?弓明鵠?軒時;誇;長詰詰;費詰!語i1串軒i主長員軒1持 臨誼副a廟圃.固i5i日d:誌式:三j長そ辻寸品t三事品i許詰詩1詰語酔i長怯軒i鳥塙;迫; 
!中;?暴噌安

5当ザ2ピf~~2?イ門 !持E弔恥i長恥長Eド戸ヌ三iべ1為為i主ι望fU受完辛ずa子F=詰5持Eノi出;語品i為誇特時叫i品;iiiiizJ麺罷騨間関罵冨I~ヰJ 百

;?i iiMj!?iii九!!iij;iiiTri!??説話調瞳鞍存型醐iijiii;iiiiij
一 喜三五

時山相当事長Fiji闘岡理冨園EFZFi各iii;昨年!?罪
iiidi jセjijgl控訴園陸幽醸潤iizyiiZLj川ifi!iiiiiiiii
!言語313iiii時i133li 寺ム三「器!日時三15312てiifijiii;;iiiii 出j!?iiil- 一時 i| ??ijifiEiai;;;額三 たおど?認?
;22522fiii曙E彊 iijij;日:HjilljiliiiZ525jjiFiiiiEiiiiiiiii
!?ii!iiudiii圃臨調園田!?君!記長?完結isiii場iEiii!?iiiihii!?iH
ijii明日;1jji;配珂密警 j!???!?ii!;;1212FJι jii時
計iilizLifi i 思 bf品:吋!23委長良諮問自制iト-RBvjih 
iFliiFijiiii;12i昔話題1511427E幅広ゐ」 ;ddvへ三jB1
42課長j17ih;tipiiif寄せi!??iiiiEBJ語園 間子臨が措く告発映画 ......，..... ....  iき懇話

ま
ろ
や
か
な
風
味
て
ナ

時
代
の
風
を
感
じ
ま
ナ

@
ソ
フ
ト
会
岨
味

ー
、
ま
ま
で
の
し
よ
う
ゅ
よ
り

低
単
化
全
は
か
句
ま
し
た
一

H

じ
?
、
A
U
t
3、
目
に
あ
た
J

t
-
L
へ
ん
ゾ
フ
?
で
す白

川
惜
の

a
B
ビ
ヵ
f

町"w 礼、 私
、ルド弘 同‘
省、J 、"
もの ¥¥I¥
t d問、弘 司拡
;、前吃
ち有哲E
1:切巳

ぺ.1も
b 、$

KIKKO斤7an

・図・国岡・-S舎のみえ:'.ι，.'" 

@
一ン一知
一号一

b

3
一週一
括

《
一$
一丸
@
@
 

し
ょ
う
ゆ
の
原
料

K
丘
と
し
て
良
質
な

.
A
・K
M
を

1
0
0パ
ー
セ
ン
ト
使
用
し
ま
し
た
.
ふ
と
ク
ラ
ス

t

の
味
を
お
と
ど
け
す
る
.
訴
し
い
タ
イ
プ
の
商
品
て

士
v
k
き
く
分
け
て

5
つ
の
特
長
を
持
っ
て
い

ま
す
。

* t iは岬ti/IOq----z ν替a印刷岬M 仰向1a!t"!s，のal' 9 

安心と信頼のサービス一一18*'"互日
住宅塗り替えシステム

. '全り符えのご判 I~実は

6型%i3呼吸する住宅外壁用塗料

巳2ートーこJ~リース
・室内の結露やカピの防止に役立つ{呼吸性〉

・汚れにくく長期間美しい塗膜を保持(自己洗浄性)

・シックでゴージャスな{艶消し厚膜ヲイプ〉

・雨が多い日本の四季に対応する{抜群の施工性}

函 0120・111608

1~4・柳田*ペィコト :12 2522RE器it:: : E:211 

ヒ.J.-~-;..ス "'''-1宝..1.: 1' '''

却一
字
問一

ツ

岬一

9
川一
ス
山

・J
ご
」
伽

田

沢
一

-

凹

ト
型
ト
川

-

山一

回

-h

a実
一旦
仔

巳
認
巴
叩



(4 ) 

政
治
や
思
想
越
え
て

〈日曜日〉

ア
ジ
ア
人
権
基
金

設
立
準
備
会
で

物
資
と
資
金
援
助

1990年 9月 30B安帝 f、来斤持胃国壬27

z
u
u
aず

(第 3種郵便物認可)

カ
ナ
リ
ヤ
、
ェ
ビ
、
タ
イ
な
ど
が

あ
げ
A
れ
ま
す
。
キ
ン
ギ
ョ
や
一
一

シ
キ
ゴ
イ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
乙
う
し

た
動
物
た
ち
の
赤
い
色
は
、
カ
ロ

チ
ノ
イ
ド
と
い
う
色
素
成
分
に
よ

る
も
の
で
す
。
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
に

は
、
色
々
な
種
類
が
あ
り
、
天
然

の
も
の
だ
け
で
も
、
千
種
類
以
上

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
私
達
の
身

近
な
も
の
と
し
て
は
、
ニ
ン
ジ
ン

や
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
パ
イ
ス
の
仲
間

で
は
、
レ
ッ
ド
ペ
ー
パ
ー
や
パ
プ

リ
カ
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

M
H

ス
パ
イ
ス
で
キ
ン
ギ
ョ
の
色

が
赤
く
な
る
け
H

こ
ん
な
話
し
を
、
信
じ
A
れ
ま

す
か
0
・

鮮
や
か
な
赤
い
色
合
い
薪
弱
る

動
物
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、

第 943号

羽田澄子さんを囲む会

惨16<111

ニ
ン
ジ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
に
含
ま

れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
は
、

β

ー
カ
ロ
チ
ン
と
呼
ば
れ
、
私
選
の

重
要
な
ビ
タ
ミ
ン
A
源
と
し
て
、

ま
た
、
医
薬
、
化
粧
、
食
品
、
飼

料
な
ど
の
分
野
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

食
品
の
分
野
で
は
、
チ
ー
ズ
、

パ
タ
l
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
葉
子
な
ど
の
着
色
料

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
栄
養
素
と
し
て
の
価

値
も
認
め
ら
れ
、
食
品
強
化
剤
や

栄
養
素
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
、
世
界
的
に
も
、
さ

ら
に
幅
広
い
分
野
で
の
応
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
に
は
と
の
ほ
か

に
は
、
パ
ン
の
務
切
り
を
ト
ー
ス

ト
し
た
も
の
が
山
ほ
ど
も
っ
き
、

か
ろ
し
と
チ
l
ズ
が
添
え
で
あ
っ

た
。
と
う
い
ヨ
も
の
と
知
っ
て
い

れ
ば
、
他
に
何
も
注
文
し
な
か
っ

た
の
に
、
と
思
っ
た
。

と
の
あ
と
パ
イ
ヨ
ン
ヌ
の
「
エ

ウ
ス
カ
ル
ド
ナ
」
と
い
う
レ
ス
ト

ラ
ン
の
魚
の
ス
l
プ
に
も
、
や
は

り
ト
ー
ス
ト
し
た
パ
ン
と
チ
l
ズ

が
つ
い
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
バ
ス

ク
で
は
こ
う
す
る
も
の
↑ら
し
い
。

家
で
も
作
っ
て
み
た
。
何
回
か

賦
み
て
、
結
局
の
と
と
九
王
台
に

な
る
魚
の
ア
ラ
が
上
等
で
新
し
け

れ
ば
、
お
い
し
い
ス
l
プ
に
な
る

と
と
が
わ
か
っ
た
。

金
目
鋼
、
黒
鯛
な
ど
、
よ
く
売

れ
て
い
る
魚
屋
さ
ん
で
鮮
度
の
い

い
ア
ラ
を
買
っ
て
く
る
。

ζ
れ
に

玉
ね
ぎ
、
ね
ぎ
の
青
い
と
と
ろ
、

セ
ロ
リ
、
パ
セ
リ
、
粒
コ
シ
ョ

l
、

赤
ピ
ー
マ
ン
の
干
し
た
も
の
、
丸

ご
と
の
人
参
と
よ
く
洗
っ
た
卵
を

入
れ
る
。
オ
リ
ー
ブ
油
を
入
れ
、

水
が
た
っ
ぷ
り
入
れ
、
煮
立
っ
た

ら
弱
火
に
し
て
二
時
間
位
煮
と

む
。
玉
子
と
人
参
は
と
り
だ
し
て

き
ざ
む
。
あ
と
は
ざ
っ
と
裏
ご
し

に
す
る
。
そ
の
ス
l
プ
に
塩
で
味
を
つ

り
、
え
び
、
あ
さ
り
、
自
身
魚
な

ど
と
、
さ
っ
き
の
人
参
と
卵
を
入

れ
、
貝
の
口
が
ポ
カ
ッ
と
開
い
た

ら
出
来
よ
り
で
あ
る
。
乙
の
ス
ー

プ
は
、
本
当
に
「
魚
た
ち
の
贈
り

物
」
と
い
う
気
が
す
る
。狩
野
美
智
子

(ζ

の
項
・
終
わ
り
)

続
・
ビ
ス
ケ
l
湾

の

巻

⑤
魚
の
ス
ー
プ

ビ
ル
パ
オ
か
ら
初
め
て
サ
ン
・

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
行
っ
た
日
、

パ
ス
停
の
場
所
を
間
準
え
て
、
さ

ん
ざ
ん
待
っ
た
乙
と
に
始
士
院
六

一
日
中
乙
れ
で
も
か
と
れ
で
も
か

と
い
う
ほ
ど
、
つ
い
て
い
な
い
目

だ
っ
た
。
そ
の
日
の
夜
、
サ
ン

・

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
旧
市
街
の
小
さ

い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
魚
の
ス
l
ブ

を
食
べ
た
。

茶
色
の
底
に
オ
レ
ン
ジ
缶
伊
溶

け
て
い
る
よ
う
な
不
思
搬
な
色
だ

っ
た
。
熱
い
。
身
体
に
漫
み
こ
む

よ
う
だ
つ
た
。
コ
ク
の
あ
る
複
雑

な
味
。
何
だ
か
わ
か
ち
な
い
自
身

魚
と
あ
さ
り
が
入
っ
て
い
た
。
ゆ

っ
く
り
と
一
日
の
疲
れ
が
癒
さ
れ

て
い
く
。
そ
の
あ
と
、
何
回
も
魚
の
ス
ー

プ
は
食
べ
た
し
、
自
分
で
作
っ
た

り
も
し
た
け
れ
ど
、
と
の
夜
の
ス

ー
プ
の
味
は
忘
れ
久
れ
な
い
。

ビ
ス
ケ
1
湾
に
面
し
た
町
の
ど

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
、
必
ず
メ
ニ

ュ
ー
に
魚
の
ス
l
プ
は
あ
る
も
そ

れ
ぞ
れ
味
が
遣
い
、
入
っ
て
い
る

魚
や
貝
も
后
に
よ
っ
て
一異
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ど
と
の
も
た
い

て
い
お
い
し
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
バ
ス
ク
、
ェ
ン
ダ
ヤ

駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
魚
の
ス
l
プ

話
し
合
い
の
輸
広
が
る

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
公
開
に
先
立
っ
て

諸
外
国
と
の
福
祉
の
格
差
認
識

本
紙
九
月
十
日
号
で
紹
介
し
た
羽
二
十
二
日
の
午
後
、
と
の
映
闘
を
見
、

回
澄
子
さ
ん
の
新
作
「
安
心
し
て
老
羽
田
澄
子
さ
ん
を
囲
ん
で
隠
し
あ
う

い
る
た
め
に
」
は
、
十
月
十
三
日
か
会
が
開
か
れ
た
。

ち
、
宕
波
ホ
I
ル
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
羽
田
さ
ん
時
映
画
の
世
界
で
は
、

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
九
月
映
画
監
督
が
自
作
を
鱈
る
ほ
ど
野
馨

は
、
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
を
自
力
で
合

成
す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
が
、
動

物
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
餌

の
中
か
ら
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
を
領

り
、
体
内
で
転
換
し
た
り
し
て
赤

く
な
る
の
で
す
。

さ
て
、
ス
パ
イ
ス
の
基
本
作
用

の
一つ
に
、
着
色
作
用
が
あ
り
ま

す
が
、
乙
の
作
用
を
待
つ
ス
パ
イ

ス
の
色
素
成
分
に
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

を
含
ん
で
い
る
も
の
が
結
構
あ
り

ま
す
。
先
に
紹
介
し
た
レ
ッ
ド
ペ

スパイスの成分で魚の

色揚げ効果を高める話

i;i 
高
IrTJi 詩;?
l --iー富

山岡的伽剛OK 13話;

ii!iiiiisiifiiiii!?;iijiiuii 
資B点屋号究三露2。話驚活家警手示存喜重矢率表EZ) 

iiiii弓TiiijiEZjzt?331 
2里信長戸ZZ暴言消争当審詑ェる i

i弓ii!!!?iEliii3iijfiiEii1iijiiii 
ッ
パ
ー
や
パ
ブ
リ
カ
は
、
カ
プ
サ

ン
チ
ン
、
ル
チ
ン
、
ゼ
ア
キ
サ
ン

チ
ン
、

β
l
カ
ロ
チ
ン
、
ク
リ
プ

ト
キ
サ
ン
チ
ン
と
い
う
カ
ロ
チ
ノ

な
と
と
は
な
い
(
作
品
が
語
る
)
と

い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
前
作
の
『
痴

呆
性
老
人
の
也
君
を
と
っ
た
と
き

か
ら
、
私
は
自
作
ば
か
り
語
ち
さ
れ

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。

イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
乙
の

ほ
か
に
、

mlお
種
類
の
カ
ロ
チ

ノ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
乙
の
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

を
含
む
ス
パ
イ
ス
を
、
魚
の
餌
に

し
た
ら
、
鮮
や
か
な
色
に
仕
上
げ

る
(
色
揚
げ
)
乙
と
が
で
き
る
の

〉'ヘ

ぺ、

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

実
際
に
は
、
魚
の
種
類
や
ス
パ

イ
ス
の
種
類
、
餌
の
毘
や
与
え
方

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
効

果
が
現
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
可
能
性
は
お
お
い
に
あ

る
の
で
す
。

(
資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家
庭
斜

学
研
究
所
本
文
・
武
政
三
男

イ
ラ
ス
ト
・
細
田
貞
一
)

コクのある複雑な味
魚のアラで勝負する

等割~・傘"

鮎汰日本水産会・おさかな普及協議会

一口メモ

キンメダイ<キンメ夕、イ剃〉

体が赤いのでタイの名前がつ

いているが、タイとは無縁。深海

魚で、大きく金色に光る自が貴重

大の特徴。太平洋、インド浮、

大西洋の中緯度のあたりの水深

lOO~JOO(;;;に広く分布する。踊肪

がのってもクセがなく刺身、煮

魚に向く。

日
本
全
国
か
ら
来
て
く
れ
と
声
が
池
田
町
を
舞
台
に
取
材
が
始
ま
っ

か
か
り
、
必
ず
H

ど
こ
で
と
ん
な
介
た
。

綾
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
μ

と
聞
か
れ
「
乙
の
町
な
ら
な
に
か
が
で
き
る

た
。
前
作
に
出
て
く
る
す
ぐ
れ
た
介
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
結
局
、

授
を
す
る
病
院
は
、
残
念
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
は
や
っ
た
が
、
具
体
的
に

臼
本
で
は
稀
な
ケ
l
ス
。
ど
と
に
で
進
ん
だ
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

も
あ
る
わ
け
で
な
く
、
H

在
宅
ケ
ア
グ

i
」
と
羽
田
さ
ん
は
い
う
。

な
ど
と
い
っ
て
も
支
え
る
力
は
行
政
日
本
の
自
治
体
の
現
状
と
い
う

に

は

な

い

。

か

。

制

約

が

は

っ

き

り

と

あ

る

。

だ

一
方
、
羽
田
さ
ん
は
、
映
画
の
持
か
ら
、
町
の
人
び
と
が
研
修
に
行
く

つ
力
も
再
認
織
し
た
。
何
人
か
の
人
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
そ
し

が
い
っ
し
ょ
に
映
像
を
見
、
見
終
わ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
福
祉
と
の
、

っ
た
あ
と
何
か
話
し
出
す
。
「
映
画
あ
ま
り
に
も
の
格
差
を
思
い
知
ら
さ

が
話
し
あ
い
の
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
れ
る
。

ー
ー
と
思
い
ま
し
た
」
視
聴
し
た
人
び
と
か
色
、
乙
の
映

す
ぐ
れ
た
介
緩
を
し
て
い
る
特
養
画
を
ぜ
ひ
全
国
の
自
治
体
の
畏
や
福

ホ
I
ム
が
あ
り
、
町
長
も
福
祉
に
力
祉
担
当
者
に
見
せ
た
い
と
い
う
声
が

を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
岐
阜
県
出
て
い
た
。

--一一;
一
区
一
方
州
側
副
』
三
一
三
一一

t
3
l
-
』
U
L
L三ヨ一ヨ一一

V
〈
A
R
T

V
I
V
A
N
T
W
W
F
日
本
安
員
会
東
京
ト
ヨ
ペ

H
E
A
R
F
O
R
U
M
H

「
小
石
ッ
ト
側

名
の
音
撃
刻
」

V

V
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

「
ア
平
J

に
生

日
時

:-m月
3
日
附
ゆ
時
叩
好
煮
る
女
た
ち
」

場
所
:
S
M
A館
H
カ
フ
ェ
・
ポ
ア
ア
ジ
ア
に
関
す
る
・
籍
1
h
B点

ン
(
西
武
百
貨
后
池
袋
庖
)
ゲ
ス
を
展
示
、
即
売

ト
・
美
音
子
グ
リ
マ

l
(彫
刻
家
)
期
間
!
日
月
7
日
間
ま
で
場
所

内
容
・
・
独
特
の
音
響
彫
刻
で
知
ら
・
:
ミ
ズ
・
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
(
表
参

れ
る
美
音
子
グ
リ
マ
l
氏
が
、
ス
ラ
道
下
車
3
分
・
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

3

イ
ド
、

v
T
R
な
ど
を
使
い
作
品
の

F
)

問
合
せ
・
:
ミ
ズ
・
ク
レ
ヨ
ン

コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
海
外
活
動
の
話
し
ハ
ウ
ス
宮
田
・

4
0
6
・
6
4
9
2

ま
で
を
講
演
入
場
料

:
i
b
u
o

vウ
ィ
川
チ
ム
・
ブ
レ
え
農

円
(
コ
ー
ヒ
ー
付
)
定
員
・
:
印
名
英
国
の
穴
芸
術
家
。
詩
人
、
画
家
、

V
東
京
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
剛
「
W
W
F

恩
怨
家
の
ブ
レ
イ
ク
は
、
独
自
叫
夫

写
真
展
・
野
生
動
物
の
契
と
牛
葱
」
国
と
地
獄
と
人
間
」
の
一
世
界
を
劃
り

|

|
動
物
写
真
家
宝
晃
昭
の
世
出
し
、
と
れ
を
詩
、
テ
ン
ペ
ラ
、
彩

界
1
|

色
版
画
で
表
現
。
今
回
は
、
海
外
四

日
時

--m月
5
日
働
1
7日
間
叩
カ
国
か
ち
百
三
+
ム
ホ
点
を
集
め
た
。

時
i
m
m
時
場
所
・
:
東
京
ト
ヨ
ベ
ッ
会
期
!
日
月
お
臼
間
ま
で
場
所

ト
倒
立
川
営
業
所
(
立
川
市
錦
町
3

・
:
国
立
西
洋
美
術
館

(
J
R
上
野
・

ー
8
1
m
g
0
4
2
b
-
M
-
RE

公
園
口
前
)
料
金
:
一
般
一
、
一

1
1
)

内
容
:
・
岩
合
光
昭
氏
の
綴
三
O
円
(
九
五
O
)
、
高
・
大
八
二

影
し
た
写
真
約

1
6
0点
を
屡
ホ

O
円
(
只

δ
)
、
小
・
中
三
六
O

入
場
ろ
ア
ル
ミ
の
空
き
缶
主
高
官

:

円

(
二
五

O
)
、
(
)
は
前
売
り

Sfllill2.t~ mmUnLωo. 

ゴ

どんな時代でも、大切なのは人とのふれあし、。

きっと楽しし、世界が聞けていきます。

@大ゐをふ

、、笑顔とコミュニケーション"一一大和証券です。

そんな和が地球中に広がればうれしい。

笑顔、で知りあえば、

(4 ) (日曜日 〉1990年 9月 30臼安売号 f、議斤 l'ln 国釜t
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政
治
や
思
想
越
え
て

ア
ジ
ア
人
権
基
金

設
立
準
備
会
で

物
資
と
資
金
援
助

医
療
救
援
活
動
を

支
援
す
る
た
め
に

送
ら
れ
る
。

揮
蝿
間
間
九
月
十
四
日
か
ち

(
周
回
未
定
)

送
金
方
法
i

①
郵
便
短
昌
H
闇
京

0
1
3
9
5
4
l
7

「
ア
ジ
ア
人

梱
基
金
置
立
園
費
百
」
あ
て
(
墓
面

の
週
信
慣
に
「
中
東
睡
民
世
優
金
」

揖
の
な
い
医
扇
団
」
(
本
部
川
パ
リ
)
十
四
日
か
ら
)
と
明
配
の
こ
と
)
。
②
盟
行
口
座
"

か
ら
の
支
署
型
応
え
て
、
ク
ウ
い
ま
、
イ
ラ
ク
軍
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
住
友
銀
行
車
田
幡
支
庖
(
童
口
座

ヱ
l
ト
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
ア
ツ
ア
高
慢
車
・
併
合
に
と
も
な
い
、
多
く
の

1
9
9
2
i
b

「
中
間
睦
民
世
擾

避
難
民
の
医
讃
融
持
問
動
支
慢
の
た
迎
離
民
が
宰
φ
れ
て
い
る
。
ク
ウ
ェ

全
。
③
現
金
書
留
H
干
印
東
京
都

め
の
緊
急
募
金
を
抽
め
九
〈
九
月

1
ト
、
イ
ラ
ク
か
ら
ヨ
ル
ダ
ノ
多
」
新
宿
区
下
宮
与

t
m
l
m

「ア

I
l
l
i
-
-
-
j
e
l
l
i
-
-

の
一
周
辺
開
国
に
人
々
は
移
動
し
、
各
ジ
ア
人
掴
基
金
」
股
立
掴
備
会
。

一

地
の
伎
一
般
の
融
民
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
問
い
合
わ
せ
H
官

ω・
9EB-

F

1
1J

・

一
さ
れ
、
相
援
を
待
っ
て
い
る
。

9
4
7
l
(有
光
髄
)
。

W
I
S
E『
ホ

Z

一
ヨ
ル
ダ
、
五
段
で
わ
ず
万
人
の
雌
「
園
慣
な
き
昼
前
回
」
H
一
九
七

司

E-E
，，F
a
-

-
民
を
か
か
え
て
い
争
ょ
に
、
連
日
一
一

年
に
医
師
を
中
心
に
匝
立
さ
れ
た

胃
B
E
E
-
-司
H
凶

一

1
一一万
人
が
流
入
し
て
い
る
と
い
緊
急
医
摺
較
優
専
門
の
民
間
団
体

司
1
1
1
H
h

一

う
。
水
平
食
糧
の
不
足
、
富
田
世
の

(
N
G
O
)
で
、
自
照
災
害
・
大一
E

RE--na
一
手
量
れ
な
ど
か
ら
探
刻
な
事
睡
に
誼
紛
争
読
の
す
べ
て
の
植
曹
者

図

阻

回

目

阻

一
な
っ
て
き
て
い
る
。
国
連
関
主
に
、
人
掴
・
喜

・
宗
教
思
想
を

岨
開
園
劃
岡
田
回
開
園

一
十
字
、
日
本
政
府
も
物
園
周
と
圃
金
鍾
越
支
て
畳
間
を
待
な
う
乙
弁
務
」
目
的

R
B
E
E
E
E
h
U山田

一
助
を
行
っ
て
い
る
か
、
闘
状
は
盛
岡
に
活
動
し
て
い
る
。
本
田
は
パ
リ
に

F
E
E
E
E
E宍
E
晶

一
作
レ
ネ
え
品
、
あ
り
、
置
守
阪
高
の
ベ
五
千
人
以
よ

P
I
t
-↑
口

一

襲
績
の
あ
っ
た
「
国
境
の
な
の
医
面
、
霊
輔
、
豊
関
係
者
、

F
E
E
E
E
'苛
b
晶

一

い
医
師
団
」
の
医
串
チ
1
ム
上
一名
研
究
者

hZ、
世
押
八
十
カ
園
以
上

「
l
L
U

一

は
、
い
草
く
ヨ
ル
ダ
ン
に
入
り
、
に
送
っ
て
い
る
。
専

用

磐

雪

F
・
・
・
・

1
向
』
J
-

一

イ
ラ
ク
国
揖
の
ル
ウ
ェ
シ
ッ
ド
と
タ
世
押
中
と
ん
な
地
域
へ
も
四
十
八
時

'
B
E
E
-
-
F制
』

一
ピ
ル
の
鶴
田
キ
ャ
ン
プ
で
、

一
万
五
間
以
内
に
入
れ
雫

td常
時
待
機
偉

F
E
E
E
S』
「
国

一
千
人
を
対
量
に
麗
醐
救
母
自
動
を
寛
制
空
」
っ
て
い
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
や

?』
'
E
E
tャ

a--

一
施
し
て
い
る
と
い
う
。
今
回
、
日
本
イ
ラ
ン
地
盟
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争

一
圏
内
で
呼
び
か
廿
て
墾
ま
っ
た
鼎
忽
地
瞳
で
恥
垣
間
醐
し
、
惜
閉
さ
れ
て
い

I
l
l
I
l
l
i
-
-
i
l
-
-
L

曹
企
は
、
逐
間
現
地
の
同
医
師
団
に
る
。
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「
ア
ジ
ア
人
掴
甚
歪
」
股
守
車
備

会
同
運
営
署
員
代
型
土
井
た
か
子
〉

は
、
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ラ
ク
国
境
の
韓

民
キ
ャ
ン
プ
で
医
掴
活
動
軒
続
財
て

い
る
民
間
の
園
開
祖
国
百
チ
l
ム
「
歯

，;t-可、1

-い口 :~w:-t-'!' I

{輯 3種郵便物館司}

H

ス
パ
イ
ス
で
キ
ン
ギ
ョ
の
色

が
車
く
な
る
円
γ

こ
ん
な
話
し
を
、
信
じ
ら
れ
ま

す
か
。鮮や
か
な
赤
い
隻
日
い
亭
誇
る

動
物
と
い
え
ば
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
、

カ
ナ
リ
ヤ
、
エ
ピ
、
タ
イ
な
と
が

あ
げ
ち
れ
ま
す
。
キ
ン
ギ
日
や
ニ

シ
キ
ゴ
イ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
買
は
、

-K〆レ

品
物
た
ち
り
昨
い
号
、
カ
ロ

チ
ノ
イ
ド
と
い
う
色
揖
成
分
に
よ

る
恥
あ
官
す
。
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
に

は
、
色
々
張
捕
頬
が
あ
り
、
天
間

の
も
の
だ
け
で
も
、
千
個
綴
以
上

に
も
及
ん
で
い
ま
す
。
私
選
の
島

近
な
も
の
と
し
て
は
、
ニ
ン
ジ
ン

や
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
パ
イ
ス
の
仲
間

で
は
、
レ
ッ
ド
ペ
ー
パ
ー
や
パ
ブ

リ
カ
に
普
く
吉
ま
れ
て
い
ま
す
。

第 943号

司唾三⑮

砂16・
ニ
ン
ジ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
に
吉
ま

れ
て
い
る
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
は
、

β

カ
ロ

T
Jと
呼
ば
れ
、
私
選
の

軍
要
な
ビ
タ
ミ
ン
A
醐
と
し
て
、

芝
、
室
、
化
桂
、
章
、
飼

料
な
P
R
V
分
野
に
輔
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

畠
回
の
分
野
で
は
、
チ
ー
ズ
、

パ
タ
l
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
醒
¢
な
ど
の
着
色
料

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
、
品
問
駕
掘
と
L
て
の
価

値
も
偲
め
ら
れ
、
盈
晶
強
化
剤
や

骨
量
黒
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
、
世
界
的
に
も
、
さ

ら
に
幅
広
い
分
野
で
の
応
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

力
ロ
チ
ノ
イ
ド
に
は
己
の
ほ
か

コクのある複雑な昧
魚のアラで勝負する

り
ト
ー
ス
ト
し
た
パ
ン
と
チ
l
ズ

が
つ
い
て
き
h
%
フ
ラ
ン
ス
パ
ス

ク
で
は
司
片
手
る
も
の
民
じ
い
。

車
で
も
作
っ
て
み
九
伺
固
か

賦
み
て
、
震
安
と
苧
去
百
に

な
る
品
開
の
ア
ラ
が
上
智
で
新
し
け

れ
ば
、
お
い
し
い
ス
1
プ
に
な
る

こ
ル
』
が
わ
か
っ
軒
、

金
百
閥
、
開
塑
な
ど
、
よ
く
売

れ
て
い
る
鳳
聾
宇
ん
で
一
鮮
度
の
い

い
ア
ラ
を
買
っ
f
と
る
。
己
れ
に

玉
ね
ぎ
、
担
割
め
昌
司
い
と
こ
ろ
、

セ
ロ
リ
、
パ
セ
リ
、
粒
コ
シ
ョ

l
、

蔀
ピ
ー
マ
ン
の
干
し
た
も
の
、
丸

と
と
の
人
事
宅
4
4洗
っ
た
掃
を

入
れ
る
。
オ
リ
l
ヴ
勉
を
入
れ
、

本
を
た
っ
ぷ

P
人
れ
、
煮
立
っ
た

ち
弱
火
に
し
て
二
時
間
位
貴
己

む
。
玉
子

μ
X穿
惨
と
り
だ
し
て

き
ざ
む
。
努
事
』
っ
量
ご
し

に
す
る
も
そ
の
ス
1
プ
に
塩
で
味
を
つ

け
、
え一
び
、
き
り
、
白
書
豊

ど
と
、
さ
っ
京

X
季
節
を
入

れ
、
民
の
口
が
ポ
カ
y
と
開
い
た

色
面
来
よ
り
で
寄
申
。
己
の
ス
ー

プ
は
、
本
当
に
「
魚
た
朽
の
贈
り

物
」
と
い
う
劃
が
す
畠
。朝起
宜
艶
智
子

(
ア
」
の
現
栴
わ
り
)

続
・
ビ
ス
ケ
l
湾
の
巻
⑤
君
子
プ

に
は
、
パ
ン
の
海
切
り
幸
ト
ー
ス

ト
し
た
も
の
が
山
ほ
ど
も
っ
き
、

か
ら
し
と
チ
l
ズ
が
事
え
で
あ
つ

れ
~
。
と
う
い
歪
京
ヲ
」
知
っ
て
い

れ
ば
、
他
に
伺
払
揮
支
じ
な
か
っ

た
の
に
、
と
風
っ
た
。

ζ
の
あ
と
パ
イ
ヨ
ン
ヌ
の
「
エ

ウ
ス
カ
ル
ド
ナ
」
と
い
う
レ
ス
ト

ラ
ン
の
魚
の
ス
l
プ
に
も
、
や
は

ピ
ル
パ
オ
か
ら
初
め
て
サ
ン
・

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
行
っ
た
目
、

パ
ス
揮
の
輔
所
を
間
違
え
て
、
さ

ん
さ
ん
待
っ
た
こ
と
ド
必
ま
り
、

一
日
中
己
れ
で
も
か
と
れ
で
も
か

と
い
う
ほ
ど
、
つ
い
て
い
な
い
日

だ
っ
h

匂
そ
の
日
の
夜
、
サ
ン
・

セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
旧
市
街
の
小
さ

い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
胞
の
ス
1
プ

亭毒へ
h
九
。

茶
色
の
底
に
オ
レ
ン
ツ
色
が
溶

け
て
い
る
ト
雪
辱
不
思
帽
な
色
だ

っド凡
。
闘
い
。
自
体
に
埋
み
ζ
む

い
宮
品
」
っ
た
。
コ
ク
の
あ
る
裡
雑

な
開
。
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
自
由

魚
と
委
c
り
が
入
っ
て
い
た
。
ゆ

っ
く
円
系
二
日
の
疲
れ
が
癒
さ
れ

て
い
く
。
手
め
あ
と
、
伺
回
も
魚
の
ス
ー

プ
は
舎
ベ
た
し
、
自
分
で
作
っ
た

同
毛
し
足
以

2
J」
の
夜
の
ス

ー
プ
の
昧
は
忘
杭
ら
れ
な
い
。

ピ
ス
ケ
l
暗
に
画
し
た
町
の
ど

の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
、
必
ず
メ
ニ

ュ
ー
に
惣
の
ス
l
プ
は
あ
る
も
そ

れ
ぞ
杭
昧
が
遭
い
、
入
っ
て
い
る

胞
や
貝
も
周
に
よ
っ
て
興
な
る
。

そ
し
+
卓
、
れ
ぞ
れ
ど
己
の
も
た
い

て
い
お
い
し
か
っ
』
匂

フ
ラ
ン
ス
パ
ス
ク
、
エ
ン
ダ
ヤ

駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
魚
の
ス
l
プ

話
し
合
い
の
輸
広
が
る

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
公
開
に
先
立
っ
て

諸
外
国
と
の
福
祉
悦
の
格
差
認
識

草
紙
九
月
十
白
骨
で
紹
介
し
た
羽
二
士
百
の
午
桂
、
己
最
阻
軒
目
司
な
己
毒
な
い
(
作
品
が
悟
る
)
と

回
静
子
さ
ん
の
新
作
「
安
心
し
て
必
羽
田
澄
ま
兄
を
閤
ん
で
結
レ
受
J

い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
前
作
の
『
掴

い
る
た
め
に
」
は
、
十
月
十
一一

百

か

金

が

聞

か

れ

九

呆

性

老

人

の

世

E
を
と
っ
た
と
き

ち
、
岩
波
ホ
ー
ル
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
羽
回
宮
ヤ
伐
時
眠
固
の
世
界
で
は
、
か
色
、
私
は
自
作
ば
か
り
語
ち
さ
れ

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
去
、
青
島
書
官
自
作
量
る
ほ
ど
野
草
て
さ
っ
さ
と
い
う
。

士
志
一
も
安
じ
て
α

、β
l
f

カ
ロ
チ
ン
、
リ
コ
ベ
ン
、
ゼ
ア
キ

サ
ン
チ
ン
、
ル
テ
イ
ン
、
ツ
ナ
キ

サ
ン
チ
ン
、
カ
プ
サ
ン
チ
ン
、
ヵ

ン
タ
キ
す
J
チ
ン
、
ア
ス
タ
キ
サ

ン
チ
ン
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
鞄
は
、
こ
の
苫
が
も
つ
れ

そ
う
な
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
た
ち
が
、

動
物
の
体
の
色
の
元
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
微
生
物
や
植
物
な
ど

は
、
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
#
首
対
で
合

成
す
る
こ
井
原
で
斉
量
す
か
、
動

物
は
で
非
主
せ
ん
。
そ
こ
官
¥
餌

の
中
か
ら
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド
を
慣

り
、
体
内
定
転
換
U
た
り
し
て
赤

く
な
る
の
で
す
。

さ
て
ス
パ
イ
ス
の
基
本
作
用

の
一
つ
に
、
着
露
出
用
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
作
用
を
持
つ
ス
パ
イ

ス
の
色
事
国
分
に
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

を
吉
ん
で
い
る
も
の
が
結
構
あ
り

ま
す
。
停
泊
介
し
た
レ
ッ
ド
ペ

スパイスの成分で魚の

色揚げ効果を高める話

y

パ
ー
や
パ
プ
リ
カ
処
カ
プ
サ

ン
チ
ン
、
ル
チ
ン
、
ゼ
ア
キ
サ
ン

チ
ン
、

β
ー
カ
ロ
チ
ン
、
ク
リ
プ

ト
キ
サ
ン
チ
ン
と
い
う
カ
ロ
チ
ノ

イ
ド
市
会
φ

れ
て
い
ま
す
。
己
の

ほ
か
に
、
初
1
初
檀
嗣
の
カ
ロ
チ

ノ
イ
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い

異
議
告
も
あ
り
ま
す
。

そ
己
で
、
己
の
カ
ロ
チ
ノ
イ
ド

軒
き
む
ス
パ
イ
ス
を
、
魚
の
餌
に

し
た
ら
、
鮮
や
か
な
色
に
宅
市
り

る
(
色
捕
げ
)
こ
介
添
で
き
る
の

〉
ι「

j

「
ー、

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
り

実
障
に
は
、
魚
の
掴
煩
や
ス
パ

イ
ス
の
種
娘
、
餌
の
置
や
与
え
方

な
ど
の
問
聞
が
あ
り
、
す
ぐ
に
朗

蝿
が
現
わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
可
能
性
は
拍
お
い
に
あ

る
の
で
す
。

(置
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
家
庭
制

宇
研
究
所
本
文
武
政
三
男

イ
ラ
ス
ト
・
細
団
員
一

)

令書咽。~~唱

一口メモ

キンメダイ〈キンメダイ制〉
体が揖いのでタイの名闘がつ

いているが、タイとは嗣縁。探梅

踊で、大きく金色に光る回が限

大の特徴。太平洋、インド得、

J<;.西岸の中値度のあたりの水陣
l叩-3聞白に広く分布する。脂肪
がのってもクセがなく刷費、熊

闘に向く。

制大日本水産会 おさかな普及恒濁轟金

日
本
令
固
か
ら
来
て
く
れ
と
聞
か
池
田
町
を
揖
台
に
取
柑
が
抽
ま
っ

か
か
り
、
必
ず
n
ど
乙
で
乙
ん
な
介
た
。

壌
を
受
口
町
五
ま
す
か
が
と
聞
か
れ
「
こ
の
町
な
A
dな
に
か
が
で
き
る

た
。
前
作
に
出
て
く
る
す
ぐ
れ
た
介
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
臣
局
、

撃
す
る
病
院
は
、
韓
念
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
は
や
っ
語
、
異
体
的
に

日
本
で
は
桶
な
ケ
ー
ス
。
ど
と
に
で
進
ん
だ
乙
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

も
あ
る
わ
廿
で
な
く
、
H

在
宅
ケ
ア
μ

」
と
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笑顔てい知りあえば、 きっと楽しし、|仕界が聞けていきます。

、、笑顔とコミュニケーション" 大和証券です。

とアしな時代て、、も、大切なのは人とのふれあい。

そんな示日カリ也羽~rj-l (二JAカ主れば、うオ1しい。
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